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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  公明党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  山下忠志議員を指名いたします。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  おはようございます。 

  ６番・公明党の山下忠志でございます。

きょうは、昨日と違い暖かく、頭のほうが

少しぼやっとしておりますが、しっかりと

一般質問をしていきたいと思います。 

  町長におかれましては、昨日は生まれて

初めての御経験だと思います。きょうはし

っかりと、自分の言葉で結構ですので、自

分の考えをしっかりとお答えいただきます

よう、まず冒頭にお願いを申し上げます。 

  それでは、一般質問をさせていただきま

す。 

  まず、通学路についてでございます。 

  田中新町長も、子育て支援については、

所信表明でも重要な課題とされております。

また、結びでは、「赤ちゃんからお年寄り

まで、いつまでも安心して暮らせる町の実

現」とされております。 

  きょうは、未来を託す子どもたちの安

心・安全面について、豊能町の通学路の現

状確認はどのように把握されているのか、

まずお伺いいたします。よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  おはようございます。お答えいたします。 

  ことしに入りまして、全国で、お隣の亀

岡をはじめ通学路に車が突っ込むという、

そういう大変残念な事件が起きておりまし

て、国のほうから全小学校に対する調査が

行われました。 

  この調査結果については、先月発表され

ておりますとおり、全国で危険と思われる

箇所が約６万カ所、学校数でいきますと、

約２万校において危険箇所があったという

ことであります。 

  本町におきましては、この夏、学校、そ

れからＰＴＡ、見守り隊の方々の御協力を

得て全ての学校で調査をいたしました結果、

小学校４校で２３カ所、危険と思われる箇

所があるということで、国に報告をしてお

るところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  我が豊能町におきましては、２３カ所あ

るということでございますので、これにつ

いてもしっかりと対策をとっていかなけれ

ばならないと思います。その辺については、

どのように今後進めていかれるか、お話を

いただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず、現在進めておりますのは、この件
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につきましては、国土交通省、文部科学省、

警察庁の３省庁の間で、これから取り組ま

れていくものと思っております。 

  本町の関係といたしましては、既に池田

土木事務所、豊能警察署、それから町職員

のもとでこの協議が行われました。 

  内容については、それぞれ所管がござい

ますので、例えば歩道の拡幅、こういった

ことは池田土木事務所が考えていただく、

それから制限速度の規制の看板、それから

パトロールの巡視、こういったことは豊能

警察署ということで、今、その役割分担と

申しましょうか、その辺のところを協議し

ているところでございます。 

  いずれにいたしましても、国のほうが、

恐らく２５年度予算になろうかと思います

けれども、そういった計画がまとまり次第、

対応していくということでございますので、

本町でできることは、もう既にその５カ所

については本町でやっておりますけれども、

残りの１８カ所につきましては、そういっ

た国の動向を注視しながら一緒にやってい

きたいというふうに考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  国の対応について、これからしっかりと

それに合わせてやっていくということでご

ざいますが、ここで一つ具体的に、私、気

になったとこがございます。 

  先般の豪雨の際、東能勢小学校東隣、い

ろいろ問題がある点でございますが、側溝

の水が大変あふれたということで、その上

におられる業者も、土のうを置いたりして

対策をとられました。その辺、その原因は

どのようなものであるか、まずお伺いした

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  １０月２３日の早朝に発生した豪雨によ

り、東能勢小学校隣接道路と府道１１０号

線の側溝でございますが、雨水がかなり噴

水のように歩道へ出ておったという事実が

ございました。 

  この件につきまして、原因といたしまし

て、１１月１９日にですけれども、府道敷

きまで管轄が池田土木事務所でございます

ので、池田土木事務所と教育委員会と建設

にも技術的なことを聞きたいということで、

三者で対策を協議いたしました。原因とし

て、三つほど考えられております。 

  まず１点は、隣接進入道路と府道１１０

号線が非常に直角になっております。それ

と、進入道路自身がかなりの急勾配で、側

溝も急勾配になっておるということで、雨

水の流速が非常に強いということでござい

ます。 

  その流水が下に流れてきますけれども、

そこで受けるますの入口が狭いのと小さい

ということが原因ということを確認してお

りますので、今後、まず西側の側溝、学校

側なんですけれども、学校側の側溝、もう

一つが東側の側溝、能勢の里でございます

が、府道と隣接管理道の流れ落ちる雨水を

受ける桝を設置して、流速を弱めてから府

道の側溝に流し込む対策を講じる予定をし

ております。実際、その対策工事を行うの

は、池田土木事務所でございます。 

  日程といたしましては、早ければ年内、

おくれれば年度内には必ずやっていただく

ことを確認しております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 
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  早速対策をとっていただくというのはあ

りがたいことでございますが、その際に、

これから先のこともしっかりと踏まえてい

ただきたいと思います。 

  昨今の豪雨は、今までにないものでござ

います。今までゲリラ豪雨とか、最近では、

それを越して爆弾豪雨とか言われています。

その辺も加味していただいて、東能勢小学

校だけじゃなくして、光風台小学校のとこ

も同じように急勾配であったり、また枯れ

葉がたまったり、それだけではなくて、桝

の容量が足らなかったということがありま

すので、日ごろからその辺をしっかりと点

検していただいて、町長も言われています

けれども、交付金の活用ということも言わ

れていますので、常々にそういう豊能町の

危ない箇所をしっかり、今回は通学路でご

ざいますが、しっかりと把握して、交付金

が出たときに、もうそれこそ日本で一番最

初に取りに行くというぐあいに対処してい

ただく。 

  よく、平たい言葉でございますが、願い

をかなえるには流れ星に願いを込めるとか

なうということがあります。あれは、理由

があるんですね。皆さんも、常々日ごろか

ら流れ星というのはあっという間ですね。

見た途端に、もう次に流れます。日ごろか

らそういう問題意識を持って、願いを持っ

ているから、事に当たったときに、流れ星

を見たときに、願いができるということで

す。やはり、これからもしっかりと通学路、

特に未来に託す子どもたちの安全・安心を

しっかりと確保していただくことを要望し

ておきます。この件は、これで終わらせて

いただきます。 

  次に、職員の定数についてですが、町長

も所信表明でしっかりとこの辺も言ってお

られます。所信表明で、全事業を見直し、

「適正人員を把握し云々」とあります。こ

の適正人員の把握は、どのような手法で把

握されるのか、まずお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆さん、おはようございます。 

  山下議員の質問に対してお答えいたしま

す。 

  今の件につきましては、昨日申しました

ように、平成２６年度から、全事業に対し

て事業評価をしていきたいと思っておりま

すので、そういった中から考えていったり

でありますとか、あと今後、私、全ての課

を訪問して、今どういった業務をしていて、

現状はどうであるかということをヒアリン

グしようと思っておりますので、そういっ

たことを通して検討してまいりたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  この適正人員を把握するのに、ヒアリン

グだけでは心もとないと思います。これに

は、やはり科学的な分析とかしなければ、

全事業に分けて、以前にも私、これ、質問

したことがございます。また、提案もした

こともございます。これは、やはり科学的

な手法を持って、例えば動作分析をもって、

ここの部門は何名必要なんだということを

しっかりとやっていただきたいと思います。 

  いろんなさまざまな手法があると思いま

す。それを、まずその手法、どういう手法

があるのか、その辺もしっかりと勉強され

て、それをやって、ただヒアリングだけで、

ここの部門は５名要るんです、今までから

５名なんですと、それで済んでいては、適
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正な人員把握はできないと思います。 

  例えば、一つには、メモモーションスタ

ディーとか、いろいろあります。それは簡

単なことです。お金も何も要らないんです。

この表１枚、鉛筆があって、１時間ごとに

自分は何をしているかというのをメモをと

っていくんです。みずからが管理していく

んですね。そういう手法もございます。 

  これは大変古い、私が勤めていたころで

ございますので、もう３０年も前の話でご

ざいます。それからは大変進んでおると思

います。お金もかからないし、そして勤勉

な日本人向けだと思います。うそはつかな

い日本人、これをしっかりとこういう方法

もございますので、またそれ以外にも軽減

法というのが、軽減法も決してばかにして

はいけないと思います。これもあります。 

  まず、全事業を洗い出して、それに基づ

いて適正人員を把握すると、こういう方法

がございますので、その辺、その手法をど

のように今後とっていかんなんか、その辺、

もう一度確認させていただきたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  先ほどおっしゃっていただいたような方

法も検討しながら、今、やはり考えており

ますのは、他の市町村で同じような部署で

どの程度の人員が来ているのかということ

も、やはりそれを基本にしながら、さまざ

まな方法も検討してまいりまして、今後、

やってまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  他の市町村を参考に言いますが、やはり

他の市町村にない、豊能町はこれから一歩

進んだ手法を持ってやるというのが私は望

ましいと思います。これは、私の考えでご

ざいます。 

  また、それから適正人員、よく言われる

のは、他の市町村と比べて、同じ市町村の

形態のところはない、二つと同じとこはな

いと思います。 

  豊能町は、よく言われるように、東西に

分かれております。他の市町村を通らなけ

れば行けない。こういうことも踏まえて、

同じとこはございません。ですから、それ

を科学的な手法をもってやっていただくこ

とをお勧めしておきます。 

  そして、ここで適正人員が把握された。

よく言われるのは、財政的な面から、人員

が多い、人員が多いじゃなくして、やっぱ

り事業の内容から私は適正人員を把握する

のが一番ベターではないかと思っておりま

す。 

  この辺もしっかりと、そしてその事業を、

今までは公がやっている、町がやっている

が、これは民間に委託したほうがいいのか

という仕分けも、今後、その適正人員を把

握された上で、財政面も加味しながら、今

度は地に足の着いた事業仕分けをしっかり

と、決してパフォーマンスに捉えることな

く行っていただきたいと思います。その辺

も御回答いただければありがたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  事業仕分けに当たりましては、議員御指

摘のとおり、やはりその事業が、本来、本

町でやるべきものなのか、民間でやるべき
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ものなのか、また市民との協働、ＮＰＯと

の協働でやるべきものなのか、それとも場

合によっては不必要なものなのか、そうい

ったことも考慮しながらやってまいりたい

とは思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  この辺につきましては、しっかりとやっ

ていただきたいと思います。 

  次に、豊能町の環境についてでございま

す。 

  豊能町は、ガソリンスタンドもパチンコ

屋も何もないところでございますが、それ

が魅力の、私、また一つではないかと思っ

ております。 

  緑豊かな豊能町の環境が、近年、あちこ

ちで採石や開発で失われている。町として

は、その現状をどのように把握されている

のか、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  町内での採石や開発行為というのは具体

的にどういうものを指すのかというのは、

いろいろあると思いますが、数カ所あるの

ではないかと。そのうち、我々が所管して

おります岩石採取計画の認可を与えている

件数は１件でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  １件しかないんですか。それでは、私が

見たところだけでも、あそこが豊能町かど

うか知りませんけれども、希望ヶ丘より上

のところは、あれは茨木なんですね。その

ほかいろいろあると思います。２カ所以上

はあるんじゃないかと思っております。 

  この辺も、開発とは違う、よく採石をや

られているんですけども、真砂土をとって、

今度は、そこへサンドを埋めていく。その

事業で二度おいしい、グリコではないです

けども、そのような、それが今、法規制で

対処できないのか、その辺、お聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  本町の中の行為の中で、法規制で考えら

れますのは、採石法と砂防法、それから森

林法、これらの法令による規制が考えられ

ると思っております。 

  それで、砂防法、砂防指定地域内による

行為に関する制限に関する法律ですが、そ

れと森林法、これは都道府県が指導権限が

あり、採石法にありましても、豊能町には、

採石法第３３条の岩石採取計画の認可業務

が平成２３年１月から豊能町に事務移譲さ

れているという状況でございますので、現

状では、町として直接法令に抵触するので

はないかというような指導が行える立場で

はないというのが状況でございます。砂防

法・森林法並びに採石法のその他の法令に

は、都道府県の指導権限があるというふう

に理解しておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  指導・監督の権限がないということなん

ですけども、権限がなければ、なくても、

これは豊能町にあるとこなんですね。これ

は、関係官庁に、やはり私は連携をとって
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進言して進めるべきだと、そこと連携が必

要ではないかと思います。 

  また、先般、豊能町都市計画審議会に出

席したんですけども、その中でも、自然環

境活用地区とか、田園環境整備地区とかと

いうぐあいに位置づけられているんですね。

これを守っていくためにも、そういう関係

官庁ときっちり協力していくべきだと思い

ますが、その辺はいかがでございましょう

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  関係機関との連携の話でございますが、

今現在、私どもにも住民の方からいろいろ

と苦情なり、どうなっているのですかとい

う問い合わせが頻繁に電話があったり、訪

問があったりしているわけでございます。 

  それらについては、今先ほど申し上げた

ように、直接指導権限がないのでというよ

うなことは申し上げておりますので、我々

としては、監督官庁である大阪府、具体的

には、大阪府の池田土木事務所、それから

北部農と緑の総合事務所、それから大阪府

の河川砂防課、それと我々とがどのように

指導を進めていこうかという話し合いを行

っておるのは事実でございます。 

  しかし、直接は、やはり許認可権限を持

っているところを先頭に、我々が日ごろ思

っていること、それから住民からいろいろ

と受けている苦情等について、こういうふ

うに対処してほしい、迅速にこう考えてほ

しい、こうやってほしいという協議はやっ

ております。 

  それから、先般の都市計画審議会での議

論のお話でございますが、あれは今回、都

市計画マスタープランの改定に伴う審議会

の開催をお願いしたところで、いろんな意

見が出ているということは承知しておると

ころでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  次は、町長にお聞きしたいんですけども、

こういう現場を、今、就任されてから２カ

月になるんですかね、見られたことはござ

いますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  見たことはございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  どう感じられましたでしょうか、見られ

たら。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  非常に山が積み上がっているということ

で、見た目もよくないというふうには思い

ました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  また観点を変えて言いますが、権限はな

くても、やはり働きかけるには、いろんな

情報が必要だと思うんですね。あそこにダ

ンプカーが１日に何台通っているか、その

辺、チェックされたことがありますでしょ

うかね。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  済みません、チェックしたかどうかは、

私は今、認識はしておりません。 

  担当部長からお答えいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  権限外のことはしゃべらないでください。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  そしたら、担当の建設部長、いかがでご

ざいましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  トラックの台数、ダンプカーの台数は確

認しておりません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  田中町長も、所信表明でも、また選挙の

折にも、住民目線としょっちゅう言ってお

られると思うんですね。やはり、これは住

民の方でもあれだけ通っている。現場を見

たと言われたんですが、見ただけではあか

んのですね。少なくとも、やはり住民の方

がどう感じておられるか、その立場で物事

を判断していく。 

  私、大体、目線という言葉は嫌いなんで

すけれども、目線というのは、目がいって

いるだけなんですね。私は、視線が必要だ

と思います。視線というのは、その物事を

しっかり見ていくというのが視線なんです。

もともと目線というのは、テレビ業界から

生まれた言葉です。視聴者がどのように見

ているか、目を合わせていく。ただ、それ

なんです。物を見ているかどうかではなく

して、目の位置を言っているだけです。で

すから、これは視線が本来が正しい。これ

は、国語の時間ではございませんので、結

構でございますが、その辺が大事なところ

だと思います。 

  あそこで立たれて見られたら、どれだけ

砂が舞い起こっているか。茨木になるんで

すけども、茨木のあそこの住民の方の土塀

なんか見られたことがありますか。木々も

もう真っ白で、土砂がいっぱい。本当に大

変な状況、茨木ではありますけども、大変

な状況。 

  また、希望ヶ丘におきましても、４丁目

の方なんかは砂がいっぱい、車もあっとい

う間に真っ白けになってしまいます。 

  そういった状況の中で、一体どれだけ他

官庁に情報を与えるにも、お願いするにも、

やはりその辺もしっかりと、一日あれば見

れるわけですね。 

  私もこの間、１時間、寒い中、見てきま

した。そしたら、ダンプカーが、あの１０

トントラック、ごっついやつが、１時間に

何と何台ぐらい通っていると思います。１

カ所だけでですよ。２３台通っておりまし

た。計算したら、１日ついて、５時間稼働

であれば、昨日も５時ごろ通りましたけれ

ども、まだライトつけて走っておりました。 

  そのように、見たら、何トン運ばれてい

るかということがわかると思うんですね。

その辺が、町長が言う、住民の目線じゃな

いでしょうかね。その辺も、今後、町長も

しっかりとその辺の現場を見て次の行動に

移していただきたいと思いますが、いかが

でございましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えします。 

  議員御指摘のとおり、台数については、

まず現状把握してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  私が言いたいのは、別に台数を把握しろ

と言うてるんじゃないんです。それも一例

なんですね。やはり、どれだけ住民の方が

困っておられるか、どう感じておられるか

が、町長が言われる住民の目線じゃないで

すか。この観点をしっかりとやっていただ

きたいと思います。これは、これ以上は申

しません。 

  町長は、先般の町長選におかれて新しく

町長になられた。私は、思っていたより差

が出たなと思うんですけども、これは決し

て、昨日からございましたように、エスカ

レーターとか、政治手腕とか、また新町長

は議員でもございませんでしたので、その

辺、実績もございません。その中で、ああ

いった立派な住民から信任を受けた。その

要因は何であったかというのは、私は、若

い新町長に、田中龍一さんに期待感のあら

われだと思うんです。その辺もしっかり見

ていただいて、個々の施策が決して評価さ

れたものでないと私は思っております。こ

の期待感があるうちに、しっかりと行動に

当たっていただきたいと思います。 

  まだ２カ月と見るか、もう２カ月たった

か、私は、まずこの３カ月でどう変えてい

くか、次に１年間でどう変えていくか、こ

の１年間が最も、あとの３年間はいいとい

うぐらいに、この１年間が大切なときだと

思います。その辺をしっかり切望して、私

の質問は終わります。 

  以上でございます。ありがとうございま

した。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  おはようございます。指名をいただきま

した３番・公明党の高橋充德です。 

  本日は、私にとって新町長になられた初

めての一般質問となってまいります。田中

町長に対する町政方針については、昨日か

ら各議員から詳細にわたり質問があるとの

思いから、通常どおりの質問を通告させて

おりますので、理事者の皆さん方において

は真摯な回答をよろしくお願いしたいと思

います。 

  先般、１１月７日、豊能地区の３市２町

の合同による防災訓練がありました。大変、

係の方は御苦労さまでございました。阪

神・淡路大震災からもう１８年が過ぎよう

としています。私は、この復旧には４カ月

間携わってまいりました。復興には１０年

かかりました。 

  昨年の東日本大震災発生からは、もう１

年９カ月を迎えようとしていますが、まだ

まだ復興にはほど遠く、復旧もままならな

い状況で、心を痛めております。いつ起こ

るか予測できないのが、このような大災害

でありますけれども、毎年行っている防災

訓練の風景を見ていますと、いとも簡単に

片づいてしまうというのが私の受ける印象

でありますけれども、こういった印象を受

けるのは、私だけではないとは思っており

ます。 

  さて、今回の訓練は、箕面の広大な広場

を利用しての開催となったわけであります

が、災害を想定しての各種訓練を行ってお

りましたが、一つ目の質問ですが、この訓

練を通じてどのような成果があったと思っ

ておられるのか、お答えを願いたいと思い

ます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  おはようございます。 

  １１月７日に箕面森町で行いました豊能

地区の３市２町の合同の防災訓練につきま

しては、平成９年から行っておりまして、

３市２町による災害時の総合応援協定に基

づきまして、広域の応援、あるいは防災関

係者、あるいは地域住民が一体となった総

合的な震災対策訓練で、災害時における応

急対策の連携強化を図ることとともに、広

く住民の防災意識の高揚に寄与することを

目的にしたところでございます。 

  今回、以前は、過去３年ぐらいは机上訓

練をやってまいりましたけれども、４年ぶ

りぐらいに、消防とか土木、水道といった

部門が、自衛隊や豊能町の建設組合などの

関係機関と連携を持ちまして、実践的な訓

練を行ったところでございます。 

  災害時の応急対策について連携を図るこ

とができ、また関西電力、ＮＴＴなどの防

災関係機関との連携強化を図ることができ

たというふうに思っているところでござい

ます。 

  また、豊能町内の自治会、あるいは自主

防災組織に参加をしていただき、そういう

災害時の実践的な体験をしていただいたと

いうことに対しまして、防災意識の向上を

図ることができたのではないかというふう

に考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  防災意識の向上ということで、意識的に

は大事なことなんですね。こういった訓練

を重ねることによって、いざというときに

対処ができるというのが、こういった訓練

なんですけども、隔年で行っております机

上訓練、これも大事なことなんです。これ

は、いついつどこで誰がどうやってやるか

ということを細部まで決めて、これは情報

訓練ですから、情報も特にとっていかない

かんのが、この防災関係に対しての訓練の

一つだろうと思っています。 

  ですから、今回行った、この自治会との

連携、消防との連携、警察との連携、自衛

隊との連携、これ本当に重要なことであり

ます。 

  ですから、そういった経験を生かして踏

まえたことを前提として、これからも訓練

を重ねていっていただきたいと思っており

ますので、この点もよろしくお願いをして

おきますが、反省点もいろいろとあろうと

思いますけれども、この中で反省点があっ

たかなかったか、これは成果はあったんで

すが、反省点があったかなかっただけ聞き

たいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  反省点といたしましては、広報とかホー

ムページに、こういう訓練を行うというこ

とでＰＲをさせていただいたというふうに

思っておりますけれども、平日に開催をし

たこともございまして、豊能町からの参加

者、あるいは見学者が限られていたんでは

ないかなというふうに思っているところで

ございます。 

  今度といいますか、また町内の児童・生

徒が参加できなかったというようなことも

ございまして、今後、豊能町でやるという

ことにまたなりましたら、今度は、子ども

や生徒等が、豊能町の生徒が参加できるよ

うな形で計画が組めたらというふうに思っ
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ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  反省点も今聞かせていただきましたけれ

ども、止々呂美学園の子どもたちが緊急応

急担架をつくっての搬送、これはやってい

ました。非常にいい訓練だと私は思ってお

りますが、いろいろと反省点のある中で、

どうも豊能町の装備しているものが、復旧

に携わる車両について、もっと不備なんで

すね。回転灯を見ても、これはよそから比

べると、これはちょっと落ちるなと、これ、

回っているのかなと、黄色いのがね。全然

見えない。緊急車両というのは、やはり見

えるのが緊急車両ですから、復旧に携わる

者については、あの車を見て安心をして、

復旧に来てくれるんだなというのが安心で

きるんで、これが特になかったのと、あと

は一番初めに出た、今現在、どこどこで地

震が発生しました。このお粗末なスピーカ

ー、何とも聞こえない。情けないなと思い

ました。あれが、我が町が主催してやった

んですから、ちょっと情けない。冒頭から

ちょっと寂しい思いをさせていただきまし

た。これは早急に手を打っていただきたい

というふうに思っておるんですが、早くこ

ういった、予算の関係もしてきますけれど

も、早目に手を打って、そういった物の整

備というのもしていっていただきたいと思

いますが、この点、いかがでございましょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  訓練の冒頭、初めのスタートのところで

放送が聞こえにくかったということで、幾

分、反省をしておるところでございます。 

  それと、車両の整備ということで、実際、

回転灯をつけて走っております車について

は、古いものですと、十五、六年以上もた

った車を現在使用しているということでご

ざいます。できるだけ財政の許す限り更新

はしてまいりたいというふうに思っており

ますけれども、一度にはなかなかいかない

というのが現状だというふうに認識してお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  予算のかかることですので、順次、計画

をして進めていっていただきたいと思いま

すので、この点、よろしくお願いをします。 

  もう一つ気になったのは、訓練の中で、

防火水槽からバケツリレーの消火というの

があったんですが、町内と、あとは近隣の

各市の町内を巡回を、私、してきました。

防火水槽があるとこを見たことがなかった

んです。ありませんでした。 

  ある市の消防に確認させてもらったら、

防火水槽と三角バケツは備えているところ

はありますよと。これは一つの市だけだっ

たんですが、避難所となる学校の地下の貯

蔵タンクの中に水をためていますというこ

とでした。そこに三角バケツを置いていま

すと。だから、避難所となるところのバケ

ツリレーの訓練はそこでできるけれども、

ほかの町内ではやっているところはありま

せんということだったので、確かにこの町

の基本計画の中には、「初期消火活動がで

きるように、地域の実情に応じて消火用機

材の配置に努める」とあります。これは、

町の中の防災計画の中にあるんです。だか

ら、今回、このようなリレーがあったんじ

ゃないかと思うんですが、時代そごという

か、戦時中の焼夷弾が落ちて火を消すとい
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うような感じの防火なんですね。 

  近くの人、皆、聞くと、家からのホース

でまいたほうが早く消える。バケツなんか

どこにあるんだと言うてましたけども、意

識づけするには、確かに地域住民まじって

のリレーバケツ消火もあるんでしょうけど

も、時代に合ったような訓練もしていかな

いかんのじゃないかと思うんですが、この

リレーの消火について、どういう考えでこ

のような訓練を計画したのか、その点、１

点お伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  初期消火のバケツリレーでの消火につき

ましては、一定、もし災害があって、消防

自動車等が行くまでに地域住民の方々にそ

ういうバケツリレーで消火を早くして消し

ていただきたいというねらいからやったわ

けでございますけれども、議員のおっしゃ

るとおり、各丁目ごとにバケツを積んで置

いているとか、そういうようなことがない

ということでございます。 

  防災計画上は、一応、そういう設備をや

るというふうには書いてございますけれど

も、それが追いついておらないというよう

な現状でございます。 

  これについては、地域の防災の方々と十

分今後とも協議をさせていただいて、一定、

こういうところに置いてほしいということ

であれば、そういうことについては、今後、

対応をしてまいりたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  地域の方としっかりと各自治体等との協

働での訓練、そういうふうな設備なんかも

進めていっていただきたいと思っておりま

すので、どうか実情に合った物の装備とい

うのを考えていっていただきたいと思いま

すので、この点、よろしく配慮をお願いを

いたします。 

  規則等も、見直しはしっかりしていかな

いかんと思いますが、また後で述べさせて

いただきます。 

  先ほど、総務部長のほうからＰＲという

話がありました。今回の訓練には、関係諸

団体約９００名がこの訓練に参加をしてお

りますということの報告が載っておりまし

たけれども、先ほどやっぱり総務部長がお

っしゃいましたことですけれども、ある自

治会長からは、今回の訓練をぜひとも多く

の方に見てほしかったなという、そういう

ような御意見が結構あちらこちらで見受け

られたんですが、開催しますよという広報

紙への掲載やホームページに掲載するだけ

でなくて、他の手段を利用しての見に来て

くださいという方法があってもよかったん

じゃないかなというふうに思っていたんで

すね。 

  私、以前から、何かあるたびには、町に

は広報車、要するにスピーカーのある車が

何台かあるんですね。これを利用して、何

かあるたびに町内を走ったらどうだという

ことを言っとるんです。でも、なかなかそ

の点は聞き入れていなくて、走ることがな

い、広報することがない。ただ、ホームペ

ージに載っています、広報紙に載せていま

すと言うだけで、もうそれで広報して終わ

ったと思っていらっしゃる。実際は、町民

の方は全然見てなかったり見逃したりして

いるわけなんですね。ですから、こういっ

たことも、これからはぜひとも何かあるた

びに取り入れていっていただきたいという

ふうに思います。 

  数年前の、これは一つの例ですが、新光
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風台の投票場所が自治会からシートスに変

わったというようなことも、ただ通知だけ

で終わったんですね。このときも、私、ス

ピーカーで変わりましたよ、場所が変わっ

たんですよということを通知しなさいと言

ったんだけれども、なかなかやっていなか

った。 

  そういうこともありますので、以後、何

か町内で変わったことがあるんであれば、

広報紙だけでなくて、そういった広報手段

もあるわけですから、ぜひともひとつ検討

の一つに加えていっていただきたいと思い

ますが、この点、検討していただけるかど

うか、御回答願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今回の防災訓練につきましては、広報車

等で回るということはなかったということ

でございます。 

  私のところの部だけじゃなくて、ほかの

ところもＰＲに努める、あるいは急にそう

いうことをＰＲしなければならないという

ようなことになったときには、どういうふ

うにＰＲをいかに有効にできるかというこ

とについては、今後、全部で話し合いたい

というふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  検討をよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

  次に、全国各地で計画されているとは思

っておるんですけども、広域の避難所とな

る、これは各学校の施設を利用しての避難

所となるわけですけれども、この学校とい

うのは、本来、教育という任務を持った学

校であるわけで、そこに勤務する先生方に、

避難所の運営とかというのは負担がかかっ

てくるんじゃないかと思われるんですね。 

  昨年、私、各学校長に直接面接をいたし

まして、避難所マニュアルなんかはつくっ

ていますかというふうに確認をさせていた

だきました。 

  学校独自としては、小学校１校のみ、私、

独自でつくっていますと。これは、先進的

な小学校の校長でありましたので、みんな

を集めて検討してつくりましたというのを

見せてもらいました。 

  ほかの学校は、なぜつくらないんですか

というふうに聞いたら、上からの指示待ち

ですというのがほとんどの答えでありまし

た。避難所となる学校だから、教育委員会、

または教育長指示によるものと判断をされ

てつくっているんだろうと思うんですけど

も、それとも防災の担当者がその指示をし

てつくってくれるのか、それとも各学校の

避難所については、教育委員会がつくるの

か、教育委員会が指示をするのか、どちら

が指示をして各学校の避難のマニュアルと

か運営のマニュアルなんかをつくらすのか、

この点、ちょっとわかればお聞かせ願いた

いと思うんですが。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  学校につきましては、校長会等で、私の

ほうから既に指示をしておりまして、今年

度実施しました教育委員会による学校訪問

の際に、ことしのテーマは防災教育に対す

る学校の考え方ということで、全ての校長

から聞き取りをいたしました。 

  その中で、各学校が地域の近隣の住民さ

んもいろいろ御協力を得ながらつくってほ
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しいという指示を出しておりまして、今年

度中には、全ての学校においてそれができ

上がるというふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  これは、私、昨年のことですから、進歩

しているということですね。安心というか、

一安心というか、ちょっとした安心は持て

るわけですが、やはり学校は各地域の自治

会とかと協働してつくっていかなきゃいか

んということですけども、防災担当として、

学校との連携というのは万全にとられてい

るかどうかというのも、これも一つ確認し

ておきたいんですが、いかがでございまし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  防災担当として、学校と直接そういう連

携をとっているかということでございます

けれども、それぞれのところで今のところ

はやっておりまして、この間、８８０万人

の大阪府全部の避難訓練ということで、各

公共施設については、その時間、１０時で

したか、ちょっと時間は忘れましたけれど

も、それに合わせて訓練をやり、各小中学

校、幼稚園、保育所等についても、その時

間に全て訓練をやっていただいたというふ

うに聞いておるところでございます。 

  これについては、一つの契機づけになっ

たというふうに聞いておりますけれども、

学校と防災担当の、もしも災害が起きたと

き、今、学校での避難所としてのマニュア

ル等について作成をしていただいていると

いうふうに思っておりますけれども、その

ほかにも、いろんな防災について各学校に

お世話にならないかんというようなことも

ございますので、これからについては、次

の防災計画の作成に当たっては、そういっ

たようなことも考慮に入れながら学校との

協力をしてまいりたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  余り聞くと時間がなくなっちゃうんで、

次に町の防災計画についてでありますが、

防災計画の被害想定の項目の中に、これは

前提ですよ、南海トラフによる地震では、

本町にはほとんど被害がないと想定される

と、こういうふうにうたっているんですね。

それに沿ってつくられたのが、今の町の地

域防災計画なんですよね。ないものと想定

してつくっているんです。これじゃあ、何

のためにつくっとるんだという、私、本当

に危惧しとるんですが、これはやっぱり考

えてもらわないかんと思うんですね。 

  これからは、東海・東南海・南海地震の

連動があった場合、どうなるか。これを最

悪の状態、条件としてつくっていかないか

んと思うんですね。だから、こういう見直

しを、この基本計画の見直しというのをし

っかりとやっていかないかんのじゃないか

と思うんですね。 

  こういったことも踏まえて、この見直し

防災計画を根底からつくり直すというのを

やる覚悟があるかどうか、ちょっと考えを

お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  本町の防災計画につきましては、東南海

での被害よりも、高槻有馬断層の被害のほ

うが地震では大きいというふうに府のほう

から被害想定が出ておりまして、一定、そ
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れに合わせて今現在はやっておるところで

ございます。 

  有馬高槻断層のほうが地震の強さが強い

という形でなっておりますけれども、今、

議員御指摘のとおり、三つの地震が同時に

起こったときにどうなるかというやつにつ

いては、津波の心配はございませんけれど

も、今現在、震度等の調査、あるいは被害

想定、国において今年度末に各地域の被害

想定を出すというふうに言われております。 

  それを受けまして、大阪府のほうから、

例えば豊能町については、例えば全壊の家

が何カ所出るとか、半壊が出る、死亡者数

が約これだけ見込まれるという想定が大阪

府のほうから示されるというふうに思って

おります。それは、地層とか、そういった

ようなところから分析がされてくるんでは

ないかというふうに思っております。 

  それが示されましたら、例えば非常食は

何人分用意せなあかん、水がどれだけ要る

とか、そういったようなことをもとにしま

して防災計画をつくり、備蓄計画をつくっ

ていくというような形になってくると思い

ますので、基本的には、その被害想定を受

けまして、来年度に防災計画の策定につい

ては取りかかっていかなければならないと

いうふうに思っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  確かに、モノレールの少路駅、この近辺、

高槻断層が来ているんです。すごい断層が、

段差があるんですね。航空写真見たらわか

るとおり、すごいあそこまで来ている。そ

れが起これば、我がまちにも若干影響があ

るんじゃないかなということは危惧してお

ります。総務部長がおっしゃるとおり、高

槻有馬断層、これはやはり町としては見て

いかないけない大きな断層帯でありますの

で、この点もしっかりと見て計画をつくっ

ていただきたいと思います。 

  これについては終わりますが、この本会

議のときに、災害対策基本法の一部が改正

されたことによって、豊能町においても防

災会議条例と災害対策本部条例の一部が改

正するという案を可決されましたけれども、

この件に関しましては、新たに議案として

出てきたものですから、町長に答えてもら

いたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

  内容的には、防災会議の委員の定数が２

７人となっています。「自主防災組織を構

成する者又は学識経験のある者のうちから

町長が任命する者」とあります。 

  阪神・淡路大震災、今回の東日本大震災

でも問題となったのが、避難所の運営や救

助支援物品等に女性の視点から見た必要な

ものが整備されていないということが各地

で見られております。 

  今回、この条例が改正されたことから、

町長が任命するものの中には、ぜひとも女

性を入れてもらって、男性では判断ができ

ない問題を解決するという趣旨のもとで、

この町長が任命するものの２７人の中に女

性も極力入れていただいて女性の意見を聞

くというようなことを要望しておきたいと

思うんですが、町長、お考えはいかがでご

ざいましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  現在、２２名ということで、池田市医師

会の理事の方が女性ということで、今現在、

入っているところでございます。 

  次に、今、町長が委嘱できるという話な
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んですけれども、今現在、学識経験者の方

に入っていただくということを検討してお

ります。 

  ただ、委員の選出に当たっては、委員に

ふさわしい女性の方があれば、委員として

委嘱していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  町長の任命権限ですから、しっかりと女

性の視点を入れて、１名医師会の方がおら

れるということも聞いていますけれども、

１名よりも２名と、２名より３名という、

やはりこれからは女性の時代となりますし、

しっかりとこの観点もよろしくお願いをい

たします。 

  次、町の防災計画の中に自主防災組織の

育成というのがあるんですが、もちろん防

災に関しては、比率的には自助が７、共助

２、公助が１という割合なんですね。きょ

うの新聞にもそういうことが載っていまし

たけれども、災害に強いまちづくりを目指

していると言うんであれば、もちろん地域

の防災力の向上に町としても力を尽くして

いるとは思うんですが、各地の自治会単位

の防災組織というのは、防災組織に対して

しっかりとした助言や指導や相談等の連携

はとらなければいけないというふうに思う

んですが、今現在、そういった各地域の自

治会単位でつくっている自主防災組織に対

して、町としてはどのような育成をしてい

るか、要は世話をしているかというのがあ

れば、お答えを願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  現在、町内には五つの自主防災組織がご

ざいまして、それぞれ自主的に活動をして

いただいておりまして、町としましても、

必要に応じたそういう活動の支援をさせて

いただいているというところでございます。 

  町としましては、毎年、自主防災組織の

方々を対象にいたしまして、初期消火訓練、

あるいは普通の救命講習、あるいは防災セ

ンターの視察研修などをやっていただいて

いるところでございます。ことしにつきま

しては、地域防災のあり方ということで、

講演会等を開催させていただきたいという

ふうに思っております。 

  ただ、現実を申しますと、自主防災組織

の皆さん方が毎年代わられるということで、

反面、いろんな方にそういう防災を考えて

いただく機会になってよいとは思いますけ

れども、それぞれの自主防災の組織が育つ

という意味では、毎年代わられるというこ

とになると、なかなか定着しないというこ

ともございまして、来年つくります防災計

画を策定する上においても、自主防災組織

というのは大きな役割を担っていただかな

ければならないということもございますの

で、防災計画の中での自主防災組織のあり

方、また来年度以降につきましては、町と

しては、自主防災組織を育てていくという

観点から、そういう予算等についても計上

を考えてまいりたいというふうに思ってい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  確かに、自治会は１年交代でするところ

がほとんどなんですね。あるとこでは、２

年、３年、継続してやっているとこもあり

ますけれども、１年交代というのがほとん

どで、次に申し送れていないというのが現

状なんですが、それで一つの対策としては、
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何か災害が起こった場合に、指導や助言が

できる人員を組織するということで、これ

は人員というのは、行政が二、三人つくる

んです。そして、五つの地域に何かあった

ときに派遣をする。会議をやるときには、

専門的知識を持って、その中に入って、そ

の方も一緒に、二、三人の方が中に入って

協議をし、防災会議を進めていくというよ

うな組織を、もし可能であれば、町の任期

としては、３年から４年という単位でつく

っていっていただきたい。 

  そうすると、何か事があったときには、

その自分が担当している地域の防災訓練に

参加し、避難訓練のときも参加をし、事が

あったときには、避難所の中にも、二、三、

その避難所が自立で立ち上がるまで面倒見

てあげるというような組織をぜひともつく

っていただくようなことをお願いしたいと

思うんですが、これはまたるるこれから先

のことになると思いますけれども、こうい

うお考えも、今の自治会の１年単位の問題

を解消するには、それがやっぱりベターじ

ゃないかというふうに思うんですが、提案

なんですが、一つの案としてこれは考える

余地があるかないか、ここだけちょっと回

答願いたいと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  町の基本的な考えとしましては、自主防

災組織をそれぞれの自主防災組織の方が、

例えば３年、４年とか続けていただける、

消防団ではないですけれども、そういった

ような形で育成を、例えば３年いていただ

くとか、そういうような形で育成を町とし

てはやっていきたいというふうに基本的に

は思っているところでございます。 

  ただ、防災計画を策定するに当たりまし

て、いろんな地域の意見等も聞いてまいり

ますので、それらの意見を尊重して防災計

画、あるいは自主防災組織の育成というの

には進んでまいりたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  あともう一つ、町には役場としての拠点

が二つ、西と東にあるわけですが、この町

としての機能を失った場合、両方とも失っ

た場合には、町としてはどのような計画を

持っておられるのか、この点、お伺いした

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  きのうも平井議員のほうから質問があっ

て、支所、あるいは役場が潰れるというこ

ともあるやないかという話がございました。 

  それについては、今、防災計画上では、

全職員が役場に集まれる、あるいは支所に

集まれるというのを大前提として防災計画

自体はつくられておりますけれども、今言

われたように、緊急の場合、例えば支所が

潰れた場合には、今、新しく建てている消

防のところを西地区の本部にする、あるい

は役場がもしも潰れてしまったときには、

消防の東出張所等に本部を置くとか、そう

いったようなことを一定あらかじめ定めて

おかなければならないというふうに思って

おります。 

  これにつきましては、きのうもちょっと

ありましたけれども、職員の提案制度の中

から、ことし業務継続計画ということで、

国のほうも各市町村の防災計画とは別に、

そういう業務継続計画、例えば地震が起き
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て１時間後に職員が何人来たときには、ど

ういう業務からまず始めるのか、あるいは

半日したときには、どういう業務に広げて

いくのか、あるいは２４時間後、３日後、

１週間後というふうに、現在、実際の職員

が集まってきたときに、何をまず業務とし

てやっていくのかというようなマニュアル

づくりをやりなさいというふうに言われて

おりまして、大阪府下の市町村も徐々に取

り組んできているというような状況でござ

いまして、町におきましても、この１１月

の末に第１回の委員会を立ち上げまして、

来年度に向けてそういうマニュアルづくり

をつくってまいりたいというふうに思って

おります。 

  これには、現在、香川大学の危機管理セ

ンターの先生も入っていただいて、マニュ

アルづくりに努めていきたいというふうに

考えているところでございますので、よろ

しくお願いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  一応、構想的には聞いたんですけれども、

私がもっと聞きたかったのは、町に持って

いる住民の皆さんの基本のデータベースと、

あと町が何かあった場合にやらなければい

けない資料がいっぱいあると思うんですね。

例えば、水道管がどこに通って、どういう

ところに図面があって、図面がなくなった

ら、多分終わりだと思うんですね。 

  こういうふうな基本のデータベース、図

面のデータベース、これを町の中の１カ所

にやったら、全部潰れてなくなってしまう

んですね。 

  そうなった場合に、タイアップして、府

にデータベースを送っているというのもあ

るでしょうけれども、どこか協力できる市

町村を一つつくっていただいて、町のデー

タベースは、もし何かの場合、町が全部な

くなった場合にも、基本的なものはあそこ

の町に行ったらうちのものはあるというよ

うな組織づくりをしていっていただきたい

なというように思うんですね。こういった

考えがあるかないか、これから本当に大変

な作業だと思うんですが、ひとつ進めても

らいたいと思うんですが、その点の考えは

いかがでございましょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  地震が起こったときに、そういうデータ

ベースをどうするかということでございま

す。 

  住民基本台帳とか、そういったようなや

つについては、町と、それから大阪市内に

あります業者との間で、そういうデータベ

ースは確保はできているというふうに思っ

ております。そこも潰れたらどうするねん

というようなこともございますけれども、

あるところでは、例えば大阪と長野県とか、

そういったような姉妹都市を結んでいると

ころにそういうデータを預ける、お互いが

預かるとかというような形をとられている

というようなところもあるというふうに聞

いております。 

  そういったような点、あるいは今、水道

の例がございましたけれども、どこにどう

いうように敷設されているかということに

ついては、データベースとしては多分ない

というふうに、図面でしかないというふう

に思っておりますけれども、そういったよ

うなやつも、順次、そういうすぐに持って

出られるとか、そういう確保ができるとい

うようなことについても、業務継続計画等

の中で今後検討してまいりたいというふう

に思っておりますので、よろしくお願いし
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ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  いっぱい時間が過ぎてしまいまして、本

当にたくさん答えていただいて、この件に

ついては、神戸が潰れたとき、市役所が全

部、７階が潰れたんです。７階には水道局

が入っていたんです。全部潰れてライフラ

インがおくれたのは、そこが原因なんです。

地図が出てこなかったというのもね。その

点があるんで、注意していただきたいと思

うんですが、戦後最大の被害をもたらした、

この阪神・淡路大震災の経験から、全国の

自主防災組織の組織率というのが、平成１

８年で６6.９％ですから、かなりの自主防

災組織が組織されておるんですが、日本列

島の面積というのは、世界でたった0.３％

しかないんです、日本の面積ね。 

  世界で発生するマグニチュード６以上の

地震というのは、１0.９％が日本で起きて

いるんです。地震の空白域というのがある

のが一番怖いことなんですが、先般に起き

ました平成７年の阪神・淡路が空白域だっ

たんです。揺れなかったんです、ずっと。

ですから、余り震災に対しての危機感を持

っていなかった。 

  だから、あんなに大きな民家が潰れる、

火事が起きる、大災害を起こしてしまった

んですが、私、この阪神・淡路大震災の経

験をした私から見ますと、地震に対する危

機意識というのが、町全体がちょっと薄い

なと感じております。 

  自主防災組織においては、災害されたと

ころで、人命救助が一番大事なんですね。

各自治体がつくるときには、各自主防災を

つくるときにはぜひとも言ってほしいのは、

命を救うことが一番大事なんです。 

  そうすると、この家には、もう私の家に

は、救助する必要はありませんよというよ

うな印が町内にあれば一番いいんです。 

  ですから、そういうのは各自治体でばら

ばらでつくるよりも、行政が指示をして、

こういうものを自主防災組織の中につくる

ときには入れてくださいよというような提

案をしたいと思うんです。 

  例えば、黄色いハンカチ、家の前に何か

をつけるというような形、これはある市で

取り組んでいる白なんですが、うちは大丈

夫という目印をつける、これは非常に命を

助けます。消防が来る、自分たちが助ける、

自衛隊員が助けに来る、そのときには、そ

の目印を見て、ここはもうやらなくていい、

じゃあ次回ろうと。次には、誰かが埋もれ

ているかもしれないというような判断状況

になるんで、ぜひともこういったことを入

れられるような今度の防災の基本マニュア

ルをつくっていっていただきたいと思いま

す。 

  返答は、時間がありませんので、よろし

くお願いをしたいと思います。 

  あと２点、教育委員会と福祉関係、生活

福祉部長にぜひとも聞きたかった事項であ

りましたけれども、時間が迫ってまいりま

した。次回聞きますので、しっかりと用意

をしておいていただきたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。大事なこと

なんです。命を守ることですので、よろし

くお願いをいたします。 

  以上、高橋の質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、公明党の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１１時といたします。 

（午前１０時４０分 休憩） 

（午前１１時００分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  次に、無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  無所属の会の秋元美智子です。町長にお

かれましては、昨日に続いての一般質問と

なりますけれども、よろしくお願いいたし

ます。 

  私のほうからは、町長の選挙公約と所信

表明を中心に質問させていただきたいと思

いますが、既に他の議員から質問もあった

ところでございますので、できる限り省か

せて進めていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  では、通告に従いまして順次質問させて

いただきますけれども、保育時間の延長、

戸知山については、一番最後のほうで出し

ておりますけど、途中で触れさせていただ

くことになりますことを前もってちょっと

お伝え申し上げ、お許しくださいませ。 

  まず最初に、選挙の公約と所信表明とい

うことで上げさせていただいています。 

  町長に立候補されるに当たりまして公約

されましたことは、今、ざっと読み上げさ

せていただきますけど、町の将来を見据え

た地域公共交通ビジョンの策定ですとか、

ときわ台駅のバリアフリー化、保育時間の

延長と日曜日・祝日保育を実施する。光風

台前エスカレーターを更新する。それから、

まちづくり課を新設して、移住・住みかえ

支援機構を活用した空き家対策、それから

住民とＮＰＯ等の協働によるまちおこし、

それからユーベルホールを文化発信の拠点

として活用する。地産地消のシステムを構

築する。また、町長報酬２０％カットする。

総人件費を圧縮する。それと、住民と行政

の双方のコミュニケーションを促進する。

この１２点ですが、私はこの公約に当たり

まして所信表明を読ませていただきまして、

きのうも同じ質問があったんですけども、

町長、所信表明の中で、「住民目線でさま

ざまな提案を豊能町にしてまいりました。

しかし、一住民、一まちづくりの団体では、

豊能町政に対する影響力はほとんどありま

せんでした」と書かれていましたね。 

  具体的にどのようなことを提案されてき

たのかお尋ねしたいと思っていましたとこ

ろ、先ほど同じ質問がございました。 

  町長のほうからは、農産物直売所を西地

区に常設することを提案したと、このこと

だけが答弁であったんですけども、これだ

けですか。ちょっと大変失礼ですけども、

ちょっと意外だったものでして、まだほか

にあるんではないかなと思って、質問させ

ていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  秋元議員の質問に対してお答えいたしま

す。 

  私、この前、小寺議員のときにも説明い

たしましたけれども、まちづくり団体から

もう既に脱退しておりまして、まちづくり

団体が町へ提案した内容については、この

場で答えることはふさわしくないというこ

とで、回答を差し控えさせていただきます

ということを申しました。 

  それと、個人的に提案したものは、西地

区においての農業直販所の設置ということ

で、前回、回答させていただきましたとお

りでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 
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  まちづくり団体、名称は具体的にどうこ

う聞いているわけでもないですし、町長が

町長となる前にどのようなことをこの豊能

町の中で提案し、訴えてきたのか、やはり

それは私たち議員も知り得たいところです

ので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それにつきましては、先ほど申し述べた

とおりで、私個人で申し込んだものは、こ

れでございます。 

  あとは、団体とも協議しながら進めさせ

ていただいたものですから、この場ではお

答えは控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長がそういう姿勢でしたら、別に構い

ませんけれども、ただ町長御自身は「住民

目線でさまざまな提案を豊能町にしてきま

した」と、自分の立場を、「さまざまな提

案を豊能町にしてまいりました」と、ここ

に書かれておりますので、たった一つがさ

まざまという表現にはならないと思うんで

す。違いますか。 

  私のほうは、なぜこの質問をしますかと

言うと、さまざまな提案をしてきて、それ

らはやはりなかなか町政に届かなかったと。

その思いがこの公約に上がっているんじゃ

ないかなというふうに受け取っておりまし

た。そういう意味で、どのような提案を町

長の中でこれまでされてきましたかとお尋

ねしているんですけども、そういう趣旨を

酌んでお答え願えませんでしょうか。   

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり、同じ回答をさせていただきます

けれども、私個人では、農産物の直販所と

いうことは提案はさせていただいておりま

す。 

  そのほかにつきましては、その団体の中

から話をしておりますので、それについて

はお答えは差し控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  では、町長、一つは一つでもいいんです

けど、「さまざまな提案をしてきたけれど

も、一住民、一まちづくり団体では、豊能

町政に対する影響力はほとんどなかった」

と、こう書かれてしまったら、私、前町長

の町政、職員を実に軽んじた言葉じゃない

かなと。何かしらのやっぱり提案を申し入

れてきた、それなりのアクションはあった

はずですよ。違いますか。 

  この意味合いというのは、私は非常に問

題があるなと。今、町長は、あくまでも御

自分お一人だとおっしゃって、一つしかし

なかったということをおっしゃるならば、

「さまざまな提案をしてきた」なんていう

ことはやっぱり書くべきではないと思いま

すし、一団体の力では、一個人の力ではと、

ましてここに一団体のお考えを書かれてい

るんですよ。これはよろしいんですけれど

もね。 

（発言する者あり） 

○１０番（秋元美智子君） 

  傍聴からもそういう御意見があります。

いろんな意味の声もありますんで、そうい

うことも含めまして、私、町長がお答えい
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ただけるものと思っていましたので、再度、

お願いいたします。なければ、またもっと

違った形でと思いますので。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  同じ回答とさせていただきます。一住民

としてと一団体としてということで、一住

民としてのことについて申し述べたことで

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  きのうも漢字やら言葉やらの表現のこと

がちょっと議員のほうから出ましたね。一

つのことを「さまざま」とは使いません。

このさまざまを使って提案してきても、そ

れでもやはり受け入れなかったと書けば、

やはり職員ですとか、そういういった人た

ちの立場を考えてください。違いますか。

これから豊能町の町長としてトップに立っ

ていく立場です。やはりそのあたりは、き

ちっと御自分の中でも認識していただきた

い。 

  それと、もう一つ、さまざまを一つだと

いう表現の中で言った場合、今後、町長の

言葉の中で、その言葉が事実かどうか、や

はりそこの信頼関係も生まれてくるんです。

そのことも肝に銘じていただきたいと思い

ます。 

  では、その一つのことで、直売所のこと

について述べさせていただきますけれども、

これ、いつどのような方法で何回にわたっ

て豊能町のほうに申し入れされてきたんで

しょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  お答えはしますけれども、ただ今回、こ

の質問というのがふさわしいかどうかとい

うのについては、ちょっとこの場で聞くこ

とについてはいかがかと思いますけれども、

一旦、お答えいたします。 

  これにつきましては、ある町会議員の方

を通して町のほうに何度かお願いをさせて

いただいたというところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それは、通告にない質問をしているとい

うことですか。私、通告を出しております

ので、どのようなことを提案されてきまし

たかと。これに合わせて質問していくとい

うのは、これまでの議会のとおりなんです

けれども。もし、町長がおっしゃっている

ことが違った意味だったら、また私のほう

に御指摘くだされば、お答えいたします。 

  議員を通して言ったということですけど

も、それで実現できなかったということで

すけども、そのときに、どうして実現され

ないかは、やっぱり町長御自身も御確認さ

れたと思うんですよ、何で実現できないの

か。 

  やはり、それなりの思いがあって、自分

だったら実現できるのになとか、こうすれ

ばできるのになという思いがあっての今回

の私は立候補だと思うんですけれども、当

然。そうすると、窓口が間違っていたのか、

お金がなかったのか、どのような行為の中

でこれが実現できなかったんだなと、町長

御自身、どのように御判断されましたか。 

○副議長（小寺正人君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その件につきましては、部署については、

町会議員の方から適切な部署を言っていた

だいたかと思います。 

  どうして実現できなかったかにつきまし

ては、そのあたりにつきましては、昨年度

に同様の補助金、これは私が提案したもの

につきましては、補助金を活用して農産物

の直販所を設けたらどうかという話を言っ

たんでございますけれども、前年度に同様

の補助金を出したけれども、それについて

は使うことができなかったと。今回、新た

なこの補助金について適用するということ

は困難であるというような回答をいただい

ておりました。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ということは、町長が御提案された農産

物の直売所というのは、行政も行政なりに

取り組んでいたんだなということは御認識

いただき、なおかつ田中町長としては、も

し自分だったらこういうふうにできるんだ

ろうなということが、今回の立候補の大き

なきっかけの一つだなと私のほうは認識さ

せていただきます。 

  それで、私、先ほどなぜ町長のほうが書

かれたことで、一つのことをさまざまなこ

と、この文章にこだわるかと言いますと、

読んでいただいていますと、まちづくり団

体、いろんな団体もありますでしょう、各

種団体もあります、いろんなボランティア

団体もあります。それから、個人、議員も

含めて、提案をすれば、それが実現される

のが行政だと誤解されないかなと、また町

長御自身、誤解されていたんじゃないかな

というふうにも読めたんですね。これはい

かがですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この提案につきましては、補助金が１０

０％、当時、つくというものでございまし

たので、それとこういったアイデアという

ことで、お金の面、両方の面で根拠はあっ

たということで、それについて採用してい

ただけるものではないかと考えておりまし

た。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  私の質問の趣旨は、所信表明のほうにこ

のような表現を、繰り返すつもりはないで

すけれども、書かれたら、いろんな団体、

住民、そういう方たちが、行政というのは

何か要望したり、あるいは提案をしたりす

ると、それが実現できて当たり前だと受け

取られますよと、そう思いませんかという

質問だったんです。 

  町長がそうじゃないとおっしゃれば、そ

れまでで、私の文章の読み方の違いですけ

れども、そういうふうな危険性のある、こ

の出だしの一文ですので、質問させていた

だきました。 

○副議長（小寺正人君） 

  どういう質問の内容。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長が所信表明に書かれました、一団体

としていろんなことを提案してきた、個人

として提案してきた。だけれども、それが

影響力がなかったということを書かれてお
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りますので、これはこれで、どんなさまざ

まな提案のことについても触れてくれませ

んでしたけれども、であるならば、このこ

とをこのままにしておきますと、一個人な

り一団体なり、議員にしても、いろいろ住

民を含めて、何かを要望し提案したら、行

政はそれを実現して当たり前だと受け取ら

れかねませんよと、そう思いませんかとい

う質問なんです。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私はそういうふうにとられるとは思って

おりません。私は、あくまでも、今、こう

いった思いがあったので、私の思いを実現

したいということで、こういった表現をさ

せていただいただけでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  では、このことはこれで終わりにいたし

ます。文章はいろんな形で読まれますので、

ぜひ一つのことでも、さまざまという表現

とか、いろいろ言葉遣いによりましては、

期待もし、誤解もされますので、よろしく

お願いいたします。 

  では、実際の公約についてなんですけれ

ども、ここにいろいろ町長が挙げられてお

りますけれども、私、この公約、いろいろ

所信表明のほうと照らし合わせていただき

ながら、多くのことは行政の継続という、

これまでの部分もありますので、これまで

の過去歴代のいろんな町長がされてきたこ

と、見直してきたこと、そういうことの拡

充・充実かなという部分が約８、それがい

い悪いじゃないんですよ、というふうに私

は受け取ったんですね。 

  では、町長としての新しい提案というの

は、つまりまちづくり課を新設して、移

住・住みかえ支援機構を活用した空き家対

策ですとか、それから前回要望したけどだ

めだった、地産地消システムを構築する、

それと人事評価制度の導入で職員の総力を

結集する。私は、これが町長としての新し

い施策かなと思って、ほかのことに関しま

しては、これまでの継続、それのさらなる

発展を目指しておられるんだなというふう

に受け取ったんですね。これ、私の受け取

り方が間違っているかどうか。いや、そう

じゃないんだと、これは私独自のオリジナ

ルなんだというものがありましたら、ちょ

っと申しわけないんですけれども、御指摘

いただけたらありがたいと思います。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  オリジナルというか、ここに書いてある

ことは、私は必要だということで、提案さ

せていただいたものでございまして、やは

り町の自治体の活性化、要はまちづくりに

当たりましては、やはり同様なことをやっ

ていくべきだというふうな観点もあります

から、おっしゃるように、ダブっていると

ころがあっても、それは当然だと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ダブっていて当然です、行政継続も大事

ですから。 

  ですから、これまで発展に向けて、ある

いは充実に向けていた上に、さらに町長と
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して充実されようとされているのは、発展

であって、３点については、これは私は町

長のオリジナル。つまり、何を言いたいか

と言うと、まちづくり課、移住・住みかえ

支援機構はこれまで豊能町になかったもの

じゃなかったのかなと。あったんなら、不

勉強で申しわけない。 

  地産地消システムの構築、町長がおっし

ゃるには、販売所を設立するとか、それか

ら人事評価制度の導入で職員の総力を結集

する、これは今までになかった町長のオリ

ジナルかなというふうに認識させてもらっ

たんです。 

  この認識がもし違っていたら、非常に失

礼なものでして、ほかに、これは私独自の

考えというか、豊能町に新しいものを導入

するものなんですよとか、いや、このこと

は既にあるけど、さらに充実させるために

ここに上げましたというふうな御指摘があ

ったら承りたいなと思ったんですけども、

じゃあ今の私のこの認識でよろしいでしょ

うか。 

  ３点は、豊能町にこれから新しく導入さ

れるもの、ほかの８点につきましては、さ

らなるこれまでの継続の上に向けた充実と

して受け取らせていただいてよろしいでし

ょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私は、そういった形で、どういったもの

を継続とか、そういうことでこれをつくっ

たということではございませんので、私が

このまちをこういうふうにしたいという思

いでつくらせていただきました。ですので、

今のお答えについては、そういうことは特

に考えてつくったものではなくて、私は豊

能町はこうあるべきだと、こういうことが

したいという思いでつくらせていただいた

ものでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  当然、思いは結構です。思いを書く前に

調べていますよね、当然、豊能町がどんな

ところか。違いますかね。 

  例えば、土曜日、保育時間の延長と日曜

日・祝日保育の実施をすると、これを見た

とき、私は、当然のごとく、保育所、幼稚

園の延長時間、あるいはそこでの祝日・日

曜日の保育、そういうことを挙げられてい

るのかなと、それを実現したいのかなと思

っていたら、昨日の御答弁では、ファミリ

ーサポート支援センターを活用してと。で

も、現実、もうそこでは子どもさんを預け

たい方、預かりたい方、家庭の中でされて

いますよね、双方の関係の中で。違います

か、これ。御答弁願います。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  既にはされております。ただ、こういっ

た既存の制度をよりＰＲして実施していく

ということがまずは大事かと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  公約ですよ。これ、保育時間の延長と日

曜日・祝日保育の実施をするとなったら、

この豊能町はしていないように思いますよ。

確かに保育所・幼稚園はしていませんから
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ね、７時以降の延長保育とか。これ、ＰＲ

だったら、ちょっと違うんじゃありません

か。公約ではないと思いますよ、町長。余

りこういうことをながなが質問してもちょ

っと嫌なもんですから、やっぱり住民を惑

わせてはいけないと思います。 

  この中で、やはりこれらがまだ実現でき

ていないと思っている住民が大多数ですよ。

そして、保育園の先生の中には、いや、こ

ういうことになったらどうしようと、自分

たち、日曜日・祝日も出てくるんだろうか

と、夜７時以降も働くことになるんだろう

かと、やっぱりそういうふうなことを惑わ

せてしまってはいけない。よく、そのこと

は肝に銘じてください。 

  それと、移住・住みかえ支援機構を活用

した空き家対策でございますけれども、こ

の移住・住みかえ支援機構と言いますのは、

５０歳以上の方で、家をずっと一つの法人

に預けて、その法人が新しい若い世代でも

何でも入る方を探してくださるというシス

テムだと思うんですけれども、この法人の

システムを活用した空き家対策というのは、

どういうことでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、そういった既存のシステムがござ

いますので、そういったところとも連携し

ながら、まずは豊能町でどういうふうな形

で導入・ＰＲできるのかということをまず

は調査をして、それからこの豊能町でもそ

の制度が有効に活用できるようにしてまい

りたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これについては、全国の中では、市単位

では９自治体、青森県は青森県が中心とな

りまして、弘前だとか、八戸ですとか、そ

れから県単位でも、神戸ですとか、宝塚で

すとか、それから東京都で２区、板橋区で

すとか、品川区ですとかが自治体として取

り組んでいます。 

  取り組み方と言いますのは、こういうふ

うな、要するに法人のこういう機構があり

ますよという紹介ですよ、窓口業務を受け

ているわけじゃないんですね。 

  ですから、広報の中で５０歳以上で、や

はりこの家を誰かに貸したいという方がい

らしたら、こういったことを利用しません

かということで、他の自治体はそれでおさ

めていますし、むしろ町長、きのう御答弁

がありましたように、今、各不動産屋のほ

うに行かれているようですけれども、そう

いう不動産屋のほうで、そういう窓口業務

などをしていただくほうが私はより有効的

だなと思っています。 

  これは私の提案ですので、これだけに終

わらせていただきますので、結構でござい

ます。 

  では、２項目に入らせていただきます。 

  財政再建２５項目について今後、どのよ

うに取り組まれますかというふうなことを

通告させていただいています。 

  私はこれは、先ほどの質問の中で、公約

そのものがもしかしたらもう取り組むとい

う姿勢なのかなというふうに勝手に受け取

っていましたので、質問を飛ばすつもりで

おりましたけれども、やはりちょっと私の

思いと、勝手に想像していたのと違いまし

たので、改めて質問させていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、御存じのように、

２２年３月に策定した現在の財政再建計画

が平成２２年度から２６年度までの５年間

を期間として取り組んでおられることでご

ざいますけれども、こちらにつきましては、

現在の２５項目の中には、見直しを行いた

い項目も含まれますので、若干の変更は行

う予定ですけれども、平成２６年度までは、

基本的には現在の再建計画を進めてまいり

たいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長として見直したい項目と言いますと、

具体的にどれとどれとどれなのか、教えて

ください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  今、まずは考えておりますのは、一つは、

公約に上げましたエスカレーターのことを

考えています。それと、ユーベルホールに

つきましても考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  エスカレーターは、これ、２２から２６

年度までの計画ですよ、財政再建計画は。

３１年まで延びることと、一応、そうなっ

ているので、２６年度までそのまま置いて

おいたら、何も見直す必要ないんじゃない

かなと、ちょっと疑問になりましたけど。

私の頭が混乱してしまったんで申しわけな

いんですけれど、お願いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  この２５項目というのは、当初、ここで

挙げられているのは、光風台エスカレータ

ーについては、更新を見送り、毎年度、修

繕費計上、２６年度末までに廃止というふ

うなことが２５項目の中には上がっており

ますので、これについては見直すというこ

とでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長、その資料、古いんじゃないでしょ

うかね。その後に見直しているんですよ。

ユーベルホールも見直しているんですよ。

舞台のことやら、いろいろ経費を削減した

後、その後は、毎年、毎年、検討していく

と、検証していくと、ユーベルの見直しが

あるんですね。もちろん、エスカレーター

もそうなっていますね、平成３１年廃止と。

この文書を読んで、平成３１年廃止を読ん

で、町長はそうなんだと、きのう御答弁さ

れていたんで、きのうの資料と、きょうの

資料とちょっと違うんじゃないでしょうか

ね。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  きのう申しておりました資料というのは、

２０１２年４月「広報とよの」、そこに載

っております資料をもとに説明しておりま

す。 

  そこには、部品の供給とフルメンテナン

スが不可能となった場合には安全性が確保

できないことから、平成３１年の末までの
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運転は不可能となりますので、その時点で

エスカレーターは廃止することになります

というふうに書いておりました。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、放送をもってお知らせいたしま

す。 

（午前１１時３２分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  先ほどの２５項目の件でございますけれ

ども、光風台駅前エスカレーターにつきま

しては、平成２４年４月の公表によります

と、「更新を見送り」とありますので、そ

ういった点では、私は更新を見送らないと

いうことで、ここについては「見直し」と

いうことを考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これはきのうからの答弁も含めてですけ

れども、今の町長の御答弁によると、要す

るに、ここのところには「見送り」が書い

てあると。ちょっと資料を確認したいんで

すが、それは平成２４年４月号ですね、お

持ちの資料は。その資料に基づいての御答

弁ですね。 

  確かに、そこには設備の更新を見送り、

必要の都度、修繕を行うと、部品の供給と

フルメンテナンスが可能な限り運転を継続

となっていますね。 

  これ、今、町長は、これは見送らないで、

これを更新するんだと、そういう点では、

２５項目の財政再建計画の見直しがありま

すとおっしゃいましたけれども、これは財

政再建計画ですね。 

  要するに、これを見送ったままだったら、

これだけの財政的な効果があるけれどもと

いうふうな資料ですね。おわかりですね、

それ。これを更新するとなったらば、これ

に財政負担がかかるわけです。更新すると

なったら、今の御答弁のように。そのこと

についてはどのようにお考えなんですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  豊能町の財政は、多くは住民税によるも

のでございます。私の考えといたしまして

は、こういったまちの魅力を下げるような

エスカレーターの更新をしないということ

について、公表することによって、より住

民税の下がる可能性があるということで理

解しております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  物は考えようですね。使えるものをお金

をかけて変えてしまう、そういうまちに魅

力を感じますか。これ、財政再建計画です

よ。これをやらないと、将来、要するに町

長ぐらいの御年齢の方が高齢化になったと

きに、そのとこを見据えた財政再建計画で

すよ。しかも、これを出された当時は、も

うあとわずかで赤字再建団体になる可能性

もあるという中での、思い切った、非常に

行政としては厳しい辛い決断の上の財政再

建計画です。その町政の財政状況を十分御

承知の上での今の御答弁でしょうか。 
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○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  答弁いたします。 

  先ほど来申しておりますように、豊能町

での税収の多くは、住民税によるものでご

ざいます。そういったことからも、住民の

魅力が感じられないような再建というのは、

私としては、財政再建という意味ではよく

ないと、要は、エスカレーターといった住

民の基本的なものにつきましては、残すほ

うが財政的には有利であるというふうな判

断をしております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長、これ、２６年廃止と言って、そう

いう状況だったら、まだ言わんとしている

ことは伝わってくるんですよ。だけども、

２６年から、２７、２８、２９、３０、３

１年まで可能になっているんですよ、これ、

稼働が。 

  そういう中で、今取りかえることが、住

民税を払っている方、豊能町、２万2,００

０人全員払っているという状況はないです

けども、使われていない方の立場はどうな

るんですか、これ。もちろん、あそこは駅

を利用されている方のためには必要なもの

です。しかし、それはまだこの先でいいん

じゃないですか。 

  今、何もこれで使えるものを、ここ町長

の任期の、この２年、３年のうちで変えて

しまうという、そのことというのは、税金

の無駄遣いとは言いませんけれども、これ

はやはり考えるべきじゃありませんか。 

  豊能町住民の、今、生きている私たちじ

ゃないんですよ、１０年、２０年先まで係

ってくるんですよ、そういう姿勢というの

が。そのための財政再建計画だったんです

よ。そのために、多くの住民に協力してい

ただいている。御存じですね、吉川公民館

のように、あるいは婦人の家のように。そ

ういった方々の立場も考えた上での御答弁

をお願いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私は先日来から話をしておりますように、

このエスカレーターにつきましては、補助

金の手当があるうちに早々にやっていくべ

きだと思っておりますので、そういった意

味では、早く補助金があるうちに着手する

ということは、本町にとっても財政的にも

有効であると考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  私、ここでエスカレーター問題がこうい

うふうな議論になると思っていなかったも

のでして、別途また項目を上げていますの

で、そのときに改めて触れさせていただき

ます。 

  それで、もう１個、見直しの中でユーベ

ルというふうにもおっしゃいましたね。違

いましたかね。このユーベルはどのように、

なぜ見直しが必要なのかもお答え願えます

でしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ユーベルにつきましては、今後、運営を
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毎年継続していくということになっており

ますけれども、それに当たりましては、当

初計画の中で、舞台装置等の見送りとある

んですけれども、これは実施していくに当

たりましては、非常に人命にもかかわるよ

うなこともございますので、舞台装置とい

うのは、早急に修繕をしていく必要があろ

うかということで、今回、考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これは、現場の方とか、そういう方たち

の御意見をお伺いしての町長の御判断です

か、人命にかかわるから舞台装置を替える

とかというのは。それとも、町長の、この

文面的な中での思いですか。どちらでしょ

う。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  担当の者ともお話をして、今、大分摩耗

してきているという話もございましたので、

今回、来年度の予算で、今、検討している

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  じゃあ、これに関しては、担当のほうか

らも、やっぱりそうすべきだと、そういう

ふうな御提言なり方向性が出されて、既に、

これは話を聞いたんじゃなくて、話し合っ

た結果、見直すということで御理解させて

いただいてよろしいですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これにつきましては、必要ということで、

今、検討しているところでございまして、

細かいことについては、今後、また詰めて

いく予定でございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  細かいところはこれからもちろん詰めて

いくんでしょうけれども、命にかかわる問

題だから取りかえるという方針は、もう町

の中で、担当、そういう方たちとの決まっ

たことですねということです。単にお話を

聞いて、町長の判断ではなくて、もちろん

担当のほうからも、そうすべきだと言った

上で、もう予算を出されるというふうに、

つまり見直しというふうに受け取っている

んですけども、よろしいですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  次の予算に向けて、十分、今、協議して

いるところでございます。ですので、次の

予算には替えていくべく、今、調整をして

いるところでございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これにつきまして、ユーベルに関しまし

て、どのように引き継いでいらっしゃいま

すか。 

 今、多分、資料ないと思います。私も急な

ことですので、読み上げさせていただきま

しょうか。引き継ぎ事項で、こう書かれて
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いるんですね。ユーベルホールは、竣工よ

り１９年経過しており、設備の老朽化が進

んでいる。これまで毎年小規模な補修を行

ってきたが、大規模な改修は行っておらず、

特にこの３年間は、ホール自体の存続問題

もあり、改修はほとんど行われていない。

しかし、設備の老朽化は深刻で、今年度も

公演中に何度もトラブルに見舞われ、保守

管理のメンテナンス業者から、その改修、

更新、必要を指摘されているところである。

今後とも、ユーベルホールを維持するため

には、最低限度として以下の改修が必要で、

これらの改修なしではホールの維持は困難

であると。その後、こう書かれているんで

す。平成２５年度より３カ年計画で予算化

し、実施していかなければいけない。これ

は、前町長からの引き継ぎ事項です。 

  今の町長の答弁ですと、前町長は、こう

やって３カ年計画で全面的に総額１億8,４

００万円ぐらいかけてユーベルホールを全

面的に改修しなければやっていけませんよ

と、そういうお考えなりを持っていたとい

うことがわかるんです。 

  けれども、今の町長の答弁ですと、そう

いうことではなくて、一部、修理としなが

ら、ユーベルホールを維持させていこうと、

そういう見直しに聞こえますけど、いかが

でしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一部というか、まず必要最低限のところ

から進めていこうと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  正直、ため息ついちゃいます。私もこの

質問をこんなにするつもりはなかったんで

すね、正直言いまして。 

  一部ずつ、ちょっとずつ、ちょっとずつ

の修理というのは、果たしてホールにとっ

てふさわしいんですかね、そういう修理方

法というのが。これは、どなたか参考まで

にお答え願えたらありがたいんですけども。

できたら、教育長、お答え願えたら助かり

ますが。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず、２５項目の中でユーベルホールの

扱いについては、一つは、運営費全体を圧

縮するということ、それからもう一つは、

自主事業から連携協力事業に再編をし、毎

年度、それを検証していくという、こうい

うことだったろうと私は思います。 

  その中で、新町長が誕生されて、各部局

のヒアリング等が行われました。教育委員

会のほうとしても、その社会教育の中でユ

ーベルホールについては、そういう２５項

目の中で取り上げられているということ、

それから現在の課題として、やはり設備の

メンテナンスの面が不安がありますのでと

いう説明をしたところでございます。 

  それを受けて、町長として、先ほど人命

にかかわる問題点が言われましたとおり、

ああいう施設を持っていますと、一つは、

法定的にきちんと守らないといけない。例

えば、エレベーターとか消防法などもあり

ますので、それは必ず必要になってきます

し、それから舞台というところで、つりも

のが落下すると危険と、そういうことがあ

って、今、町長がお答えされたんだと理解

しております。 
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○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  あれは、詳しく書いています、ここに、

照明関係ですとか、音響、給排水、空調、

消防、昇降機、これらのものをきちっと見

直して、あそこを、町長のおっしゃる安全

をどうやって維持していくか。それは、た

った１カ所のつりものだけで済みますかね。

私は、やはりやるんだったら２５年、３カ

年計画できちっとやるべきだと思います。 

  ですから、町長がせっかく財政再建２５

項目を見直しでお考えのようですけども、

再度見直した上で、またその報告などをい

ただけたら助かります。よろしくお願いし

ます。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  十分、教育委員会とも調整いたしまして、

またその２５項目、それについて報告させ

ていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  私、今の町長の答弁は、２５項目の中の

ユーベルに関しては、そのようにして教育

委員会と話し合って詰めていきたいという

ことで受け取らせていただきました。 

  ですから、町長の財政再建項目は、２５

項目のうちユーベルに関しては、そういう

ふうな形で今後取り組んでいくし、エスカ

レーターはエスカレーターで、先ほどの答

弁をいただきまして、この後、また別途質

問させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

  入札制度について、ちょっと私、えっと

思ったので、お尋ねさせていただきます。 

  「透明性の確保や公正な競争を促進させ

るため、入札制度見直しを行います」とさ

れていますね。この現状の入札制度は、逆

に言ったら透明性がなく、公平な競争が行

われていないということですか。あえて、

こうやってうたっていらっしゃる以上、非

常に疑問になりましたので、御答弁願いま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  この際、暫時休憩します。 

（午後１時１９分 休憩） 

（午後１時２４分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらで問題としておりますものは、現

在、予定価格が例えば事前に公表している

と、こういったことにつきまして、その予

定価格のところに皆さん張りついてしまう

と、予定価格、もしくは最低価格、そうい

ったことがありまして、そういう意味で言

うと、より公平性ということでは劣るとい

うことで思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  全然意味がわからない。それはなぜ問題

なんでしょうか。なぜ、これが不透明であ

り、不公平な入札制度になっちゃうんです

か。 

  この豊能町は、日下町長時代にも入札に

絡んだ事件が発生していますね。その当時、

たしか日下町長は入札制度を見直している

んですよ。そういった流れの中で来ている
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んですよ。 

  ですから、その透明性の確保や公平な競

争ということは、私はこのまちはできてい

るはずだと思うんですけどね。なぜ、今、

町長のおっしゃったことが透明につながり、

公平につながるのか、お答え願いますでし

ょうかというか、教えていただけますでし

ょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  最低価格を公表することによりまして、

そこの値段に集中して、結局、くじ引きで

落ちているということがありましたので、

そういう意味で言うと、要は公平性に欠け

ると、競争原理が働いていないということ

で考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これ、私もたしか財政の効果か何かのと

ころで上げていた項目だと思うんですよ。

ということは、今のほうがより財政的な効

果があるんじゃありませんか。むしろ、最

低価格を隠したら、値段が上がっていく可

能性があるということになりかねませんか

ね。私もちょっとよくわからないんですけ

れども、質問している私自身が。 

  町長でいいです、町長、お答え願います。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  最低価格に張りつくということは、それ

以下にできるという可能性もあるというこ

とです。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  これ以上聞きません。 

  やっぱり入札制度なりなんなりというこ

とをやはりよく熟知した上で書いていただ

きたい。 

  私、ましてここに通告していますんで、

お願いしますわ。所信表明に書かれている

以上、どういうことかなというような思い

で聞いていますので、よろしくお願いしま

す。もうこれはやめときます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ちょっと時間もなくなりますので、次に

入ります。 

  「市街化調整区域のガイドラインを策定

して、民間の商業施設や企業の誘致につい

て考えてまいります」としていますが、地

区計画のガイドラインは、既に前町長が着

手していまして、たしか少なくともこの３

月か４月ぐらいにでき上がるところまで来

ていたんじゃないかなと思っています。で

すから、もう目の前に策定が来ているわけ

ですね。 

  ですので、逆にその後、どのような手順

で企業誘致を進めていこうとされているの

かお尋ねしたいなと思って、この質問を上

げさせていただきましたので、御答弁をよ

ろしくお願いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  こちらにつきましては、まずは地区計画

のガイドラインが策定されて、その内容に

ついて、そういったここの区域ではこうい

うことができるというような、まず情報発
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信を行っていって、それからまた企業誘致

ということになろうかと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  一つはありがとうございます。 

  私、企業誘致というのは、とても難しい

ことじゃないかなと正直思っているんです

ね。 

  ですから、町長、いろんな御経験の中で、

その手順的なところをよく御存じなのかな

と。例えば、募集するだけなのか、それと

もみずから企業に出向くのか、いろんな方

法がありますけれども、やはりこれのお考

え、今から当然かたまっていってしかるべ

きことじゃないかなと思って質問させてい

ただきましたので、でき上がり次第、情報

という以前に、もうちょっと先のことを教

えてください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これにつきましては、今、検討中でござ

いますが、いずれにしましても、まず地区

計画のガイドラインが定まって、ここの区

域でどういうことができるのかということ

をまず定めて、それからさまざまな方法で

検討していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  そのさまざまな方法のさまざまなところ

を聞きたかったんですけれども、これも別

の機会にまた質問させていただきます。 

  町長御自身は、大阪市で２４年間、まち

づくりに携わってこられたようですけども、

実際、企業誘致の経験はお持ちですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  企業誘致につきましては、コンペという

形で企業の募集を行ってやったという経験

はございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それは、かつてこの豊能町でもやったこ

とがありますので、今後に期待というか、

何と言っていいかわかりませんけども、そ

れで、実はここで、４項目に出させていた

だいた戸知山について質問させていただき

ます。 

  昨日、「戸知山については、将来、企業

誘致を考えている」と明言されましたね。

同じ橋本議員の次の質問に、スポーツ合宿

地として活用できないかとの質問に答えて、

「そうした企業があれば誘致したい」とも

お答えになっているんですね。私は、これ

ちょっと似て非なるものだなと。 

  というのは、スポーツ合宿地なので、そ

の目的に合ったスポーツ合宿地が先にあっ

て、それに合った企業誘致を考えているの

か、企業誘致があれば、スポーツ合宿地以

外のものでも何でもいいとお考えなのか、

果たしてちょっとどちらなんだろうという

ふうに疑問を持ちましたので、御答弁願い

ます。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  戸知山でまずは企業誘致ということが大

事だと思っておりまして、その中の選択肢

として、スポーツ合宿地というものをやら

れる企業があれば、それはそれでいいかと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  企業誘致が第１で、その後の一つに、そ

ういうスポーツ合宿地のようなものがあれ

ばありがたいかなという、要するに企業が

第１ですね、どんな企業であれ。あれとい

うのは失礼な言い方ですけど、いろんな企

業もありますけれどもね。 

  きょう、山下議員がいろいろ質問されて

いました、豊能町の環境云々と。で、あそ

こは、豊能町の里山として、４年かけて、

非常に大変な荒地の中を、議会も行きまし

た、職員も行きました、もちろん町長みず

から先頭に立って。非常に時間をかけて手

入れして、あそこまで持ってきた山です。

足を運んでごらんになったと思います。あ

れは、あの形で昔からあったもんじゃない

んです。４年間、大変な努力して、あの形

に持っていったんです。そして、子どもた

ちがシイタケ狩りや炭焼きや栗拾いが楽し

めるようになったらいいなと。つまり、人

の入る、手入れする山、里山として、この

地域として非常にやっぱり大切なんですね。

よく御存じだと思います、大阪の中で里山

というものがいかに少なくなってきている

か。しかも、あれは豊能町の町の所有地の

里山ですね。あそこに企業誘致をするとい

うお考えのようですけども、やはりそれは

どのようなもんでしょうかね。 

  私は、やはり誘致できる企業があれば何

でもという、その主体性のない考えではな

くて、さらにもう一歩、この豊能町のまち

づくりを考えて、この環境をどのようして

生かすか、そのためにあそこをどのように、

戸知山を有効に生かしていくかという、そ

ういう視点の中で考えていただきたいと思

うんですけれども、いかがですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに、企業誘致を図るに当たりまして

は、あそこでのまちづくりというか、条件

は付していきたいと思っております。その

方針については、また今後検討したいと思

っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ぜひまちづくり、あれは貴重な里山だと

いう、町の財産でもあるということで考え

ていただきたいと思います。企業誘致にこ

だわらないでくださいということですね、

言えば、戸知山での。 

  もう一つ、ちなみにきょうも問題に出て

いましたけれども、大雨の話です。あれは、

上でいろんな木を切ったりなんかして、土

地の雨を蓄える力がなくなってきて、いろ

んな災害が起きていますね、御存じのよう

に。戸知山のあの山を伐採したり木を切っ

てしまった場合、どのような状況になるか、

現状、あそこでの雨量がどのぐらい超えた

ら危険な状態になるのか、これもたしかそ

ういったデータなり、そういうものが出て

います。そういうふうな安心・安全のまち

づくりの観点からも、あの戸知山をいかに

有効にしたらいいか。やっぱり、里山とし

て残すべきだと私はそういう結論に達して



 

 3－37 

いただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

  続きまして、エスカレーターについて、

ここで質問を出していましたので、確認さ

せていただきますけれど、きのうからの答

弁を聞いていますと、町長は、この４年間

の中で、先々、まだ７年もつけども、エス

カレーターは更新する、この方針でよろし

いんですね。まず、確認させていただきま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり国の補助金があるうちにというこ

とで考えておりますので、いい補助金があ

れば、この４年間でもやっていきたいと思

っております。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  このエスカレーター問題というのは、ど

うこう言うわけじゃないですけど、前町長、

非常に誤解を受けましたね。つまり、いみ

じくも廃止する人、更新する人みたいな、

そういうふうな分け方をされてしまいまし

たけども、そうではなかったということは、

田中町長も御存じだと思います。それで、

今は改めてその上で補助金があるうちにと

おっしゃっていますね。 

  もう一つ、町長のお考えの先の、この補

助金ということを考えたとき、私、今回、

更新するんだったら、エスカレーターでは

なくてエレベーターだと思うんです。これ

からの超高齢化社会、多分、豊能町は、こ

こ何年か先に、大阪の中で一番の高齢化率

を迎えるはずです、半数近くの方が６５歳

以上。 

  そういうことを考えたとき、あの階段を

おりていく、のぼりしか利用できないエス

カレーターであるよりも、やはり上下に動

くエレベーターのほうが私は有効だと思う

んですね。 

  ですから、このエスカレーターを平成３

１年まで稼働できるだけ稼働させて、エレ

ベーターという方針、この考えは、町長、

受け入れられませんか、受け入れてもらう

ことはできますでしょうか。よろしくお願

いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  エレベーターにつきましては、検討会議

の中でも検討されているというふうに見て

おりますけれども、その中でも、搬送する

能力が低いと。要は、駅から人がおりてき

たときに、対応するには、やはりエスカレ

ーターのほうが好ましいということだと考

えておりますので、エスカレーターという

ことで考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  検討委員会の検討というのは、２６年ま

でに廃止されてしまうということが前提の

検討委員会ですよ。町長、間違えないでく

ださいね。 

  そしたら、やはり今、働いている方たち

ができるだけ使いたい、その輸送量という

ことに視点を置くということは、私は別に

あながち間違ったことではないと思うんで

す。 

  ただ、私が伝えたいことは、３１年先、

このぐらいになってきたら、本当に豊能町
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は深刻な超高齢化社会になっていますよと。

それであるならば、やはりあの階段をおり

ていく、町長も御存じでしょう。あの階段

をおりていく危険性を高齢の方に体験して

もらう、そういうこと以前に、やはりもう

エレベーター、これじゃないですかと。３

１年までエスカレーターを動くだけ動かせ

て、その後はエレベーターという時代じゃ

ありませんかと言っているんですけどね。

検討委員会の検討では、ちょっと検討して

いる時期の話が違いますので、よろしくお

願いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり、駅を使うことを考えますと、駅

に一時期に人が乗りおりするということが

ございますので、そういった意味では、エ

スカレーターのほうがふさわしいのではな

いかと思っております。 

  今、必要な方につきましては、恐らく車

等で対応されているかとは思います。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  町長、これ、エスカレーターは、お年寄

りにやさしいまちづくりに出されているん

ですよ。お年寄りにやさしいと言うならば、

やっぱりエレベーターだと思いますけどね。 

  私、なぜこのエレベーターを言うかと言

いますと、議員になったときから、多くの

高齢者の方からお声をいただいているんで

す。駅から上がるのに、階段じゃなくて、

のぼりのエスカレーターがついたのは、と

てもうれしいと、だけど実を言うと、年寄

りはのぼるよりもおりるほうが辛いんだと、

非常に膝に負担がかかるんだと、何とか下

りにならないだろうかという声を随分いた

だきました。 

  そして、また働いている方からも、冬、

雪が降って凍ったときに、あの階段をおり

ていくのは、非常に命の危険を感じると、

何とかおりていく方法はないだろうかと。 

  そこで、行政にも交渉しました。エスカ

レーター、のぼっていくだけじゃなくて、

あれは下りにも移すことができます。朝だ

けでも下りにおろすことができませんかと

いうことで、行政、考えてくださいました。 

  しかし、やっぱり皆さん急いで上から将

棋倒しになったときに非常に困ると。だか

ら、申しわけないけども、下りは対応でき

ないということを住民の方々に理解してい

ただいたことがあるんです。 

  やはり、私はそういうことも含めまして、

つけかえる、ましてお年寄りにやさしいま

ちづくり、超高齢化社会を考えたら、エレ

ベーターだと思いますし、選挙のときも、

町長、駅のところで見ていたと思いますよ。

年配の方が辛い思いして歩いてきたケース

もあったはずです。バギーを抱えておりて

きた親子もあったはずです。どうぞ、そう

いったことからも、エレベーターで考えて

いただきたいんですけど、検討の余地は全

くないんでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  あの場所で、一つは、搬送能力の話もあ

りますし、エレベーターをつけるとしても、

非常に地理的にも難しいものだと思ってお

ります。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 
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○１０番（秋元美智子君） 

  検討していただいた上で、エレベーター

やエスカレーターを検討していただいて、

エレベーターだって、今、いろんな方法が

あります。ここにこう張り出したら、こう

いうふうにつけることもできますという、

そういう案もあります、いろいろと。それ

は行政の方が詳しいはずです。私は、エレ

ベーターを検討していただけますかと、今、

町長のそういう検討できない理由を聞いて

いるわけじゃなくて、検討していただけま

すかと、ぜひしていただきたいとお願いし

ているんですけどね。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、今、私はエスカレーターの更新

がまず大事だと思っておりますので、また

今後、それを導入してから、それからまた

考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  耳を疑いましたけども、財政再建項目の

中のエスカレーターの問題ですよ。町長、

エスカレーターを更新した後に、エレベー

ターを考えてくださるんですか。今の答弁

は、そういう答弁でしたけども、よろしい

んですか、それで。確認してください。そ

して、ぜひエレベーターを検討していただ

きたいです。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、今は私の考えとしては、エスカレ

ーターというふうに考えております。エレ

ベーターについては、まだ先の話だと思っ

ておりますし、まずはエスカレーターとい

うことで考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  お年寄りにやさしいまちづくりで上げた

という、そこの期待を裏切らないでくださ

い。その上でのエスカレーター、エレベー

ターを考えていただきたい。これは要望で

終わらせます。 

  ダイオキシン問題につきまして質問させ

ていただきます。 

  これは、昨日、川上議員がダイオキシン

問題に対して質問されていました。その中

で、ダイオキシン高濃度汚染物、この処理

は、山で言うなら９合目ちょいまで来たと。

つまり、そこまで処理が可能になっていた

というふうな言葉の表現をされました。こ

れ、このことは、町長、どのようにして受

けとめましたか。うそだろうと、まさか、

いや、本当だろう、そこまで来てたのか、

いろんな思いがあったと思います。どのよ

うに感じられましたか、お願いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私としましては、私が知っている範囲で

は、９合目まで来ているとは思っておりま

せんでした。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  川上議員は９合目、町長はそうではなか
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った。いろんないきさつも聞き、いろんな

引き継ぎを受けた上での町長の判断だと思

いますが、さきの９月議会の豊能町の議会

だよりですね、井川議員が処理に向けて質

問されています。そして、そこで前町長は

こう答えています。外部委託処理をしよう

と場所を探してきたため、なかなかオンサ

イト、つまり豊能町内での処理に踏み切れ

なかったが、今、オンサイト処理に向けて、

地元の皆様に説明会を開いているところで

すと答弁されていますね、説明会まで開い

ていますと。このことにつきまして、どの

ような引き継ぎがございましたでしょうか、

御答弁をお願いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今の引き継ぎにつきましては、前町長は、

外部委託は困難として、オンサイトででき

ないかを検討されていると、自治会に説明

されていたということでございましたけれ

ども、今回の辞任に当たり、検討は白紙に

戻したというふうに引き継いでおります。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  白紙に戻したと聞かれて、田中町長、そ

の後、どうしようと思いましたか。再度、

その自治会に申し入れに行こうと思われま

したか。あるいは、そうすべきではないん

でしょうか。いかがですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この問題につきましては、まずは私だけ

ではなくて、副管理者とも話をして進める

ことが必要だと思っておりますので、副管

理者と話をして、まずは国崎のほうに処理

ということで、一度は、２町そろってお願

いに行ったということは正式にないという

ふうに理解しておりますので、まずは国崎

のほうにお願いに行こうということで話を

しておりました。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  要するに、前町長、前管理者が、地元説

明会まで開いてお願いしている状況の中で、

白紙に戻しますよと。そうですね。やっぱ

り、地元の方々に、町長として違う立場に

なったわけですから、進めることができな

くなる。白紙に戻すけど、後を頼みますよ

という意味合いもあったかもしれません。

そこのニュアンス、私、わかりません。 

  ただ、そこまで来ていたら、やはり豊能

町の中で、外部委託処理が無理だったから、

町内でここまでこぎつけましたよと。田中

町長も、この問題がいかに難しいか、十分

御存じだったと思いますね、きのうからの

答弁を聞いていますと。そしたら、やっぱ

りそこへまず私は取り組むべきだったんじ

ゃないかと。それをなさずして頑張ります

と言われても、あと１年間で行けるのかな

と、正直心配なんですね。 

  それと、国崎でというのは、両管理者で

おっしゃっていますけど、それは国崎で処

理することが両者の間で決定した一つの方

針に絞ったということで理解させていただ

いてよろしいでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えします。 

  絞ったというよりは、まずは国崎クリー

ンセンターのほうへお話ししにいこうかと

いうことで、絞ったという話ではございま

せん。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  前町長も言っていましたね、なかなか外

部委託処理からオンサイトに踏み切れなか

ったと。国崎にお願いに行って、国崎から

次の展開に踏み切れないまま１年を迎えて

しまいますよ。そのことは忠告して申し上

げます。 

  これ、なぜかと言うと、非常に議員たち

が触れていますように、毎年、毎年、施設

組合に人件費がかかります。3,０００万円

以上かかると思います。ほかの経費もかか

ります。 

  これは、豊能町にとって、能勢町にとっ

ても、大変な税金の無駄遣いなんですね、

先へ進まないがために。そのことをよく身

にしみて御理解いただきたいと思います。 

  それと、質問です。豊悠プラザが保健セ

ンターと統合になって、ボランティアセン

ターが動きましたね。それで、このボラン

ティアセンター、住民と協働のまちづくり

に向けて、このボランティア活動の拠点づ

くりにつきまして、現在、保健センター周

辺でプレハブを建ててというふうに動いて

います。そのままの状況で、町長、非常に

私はまずいと思っていますので、田中町長

の方針、もし今できているようでしたら、

お答え願います。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  方針というか、一応、今、保健センター

と、横に新たに建てる建物で対応するとい

うふうなことで聞いております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  私はそれで将来行ったらまずいだろうと

いうことで質問させていただいたんですが、

これは２カ月ですから、すぐに方針という

のはなかなか出ないと思いますので、別に

いいんですけど、６月に私は、これは行政

にどうしますかとお尋ねしましたら、あの

あたりで庁舎一元化を含めて考えていきた

いと。つまり、一つの庁舎はしっかりした

建物、地震の問題云々出ていましたけど、

さてその中にボランティアセンターも組み

込み、それで、そういった中でも考えてい

きたいという御答弁をいただいていたので、

それ、非常に期待はしたんです。田中町長

のほうは、この庁舎一元化、単なる箱物建

設にしか映らなかったようですけども、こ

れ１点、やっぱり心にとめていただきたい。 

  支所の耐震化のこととあわせて、きょう、

高橋議員が熱弁を振るっていたように、防

災関係ですね、今、豊能町の防災の備品、

備蓄品、これ、各地ばらばらに置いてあり

ます。私でさえ、どこに何があるかわから

ない。発動機はどこにあるのか、何がどこ

にあるのか、リストも見なくちゃいけない。

住民はもっと難しい。それも、やはりそう

いった倉庫をきちっと固めて、そしてもう

一つ、私は、町長、野菜の販売所のことを

言っていましたけど、あそこにやはり一つ

の大きな建物、それなりに見合った建物を

つくって、そこにボランティアセンターも

入れていく、備蓄倉庫も入れていく、もち

ろん役所のこともそうですよ、入れていく。

そして、多くの人が集まる場所をつくるこ
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とによって、野菜が売れる場所にもなると

思います。 

  ですから、庁舎一元化というのは、単な

る箱物ではないです。これから、防災を含

めて、それから耐震化、ボランティアセン

ターの拠点の今後の育成なども含めまして、

ぜひこれ、１０年、２０年先の豊能町、目

先にはお金がかかりますでしょう。だけど、

いつ壊れるかわからない。私のような車に

乗っていて、そこでいろんなものに修理に

お金をかけていくよりは、やっぱり思い切

って新しい車、そのときはお金がかかりま

すけども、やはり新しい車に乗ったほうが

経費的にはいいというふうな、そういう行

政方針もある、手腕もあるということで、

私は期待して、今後、ぜひ心にとめていた

だきたいと思いますので、よろしくお願い

いたしますが、お考え、御答弁いかがでし

ょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私は当面は、今、現在の支所・本庁をと

いうことで、それぞれやっていきたいとい

うふうに考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それは私は否定していません、全然。た

だ、この先の豊能町をどういうふうな方向

に持っていくかと言ったときには、こうい

う考え方もあると。防災のことだとか、そ

れから町長があれされた野菜の販売、人が

集まる場所、それから住民との協働のまち

づくりですとか、そういうことを含めて考

えていただきたいと言っただけですので、

よろしくお願いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  関連質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、２時１０分といたします。 

（午後１時５５分 休憩） 

（午後２時１０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た緑豊クラブの西岡でございます。これか

ら一般質問をさせていただきます。 

  もうあと２番でありまして、ゴルフで言

ったら、メーカーの一つ手前ということで、

ブービー賞かなということで、いい商品が

出るもんやから、いい答えが出るかなとも

思いますが、ちょっと心もとないなという

気もいたします。 

  まずは、先般の９月の町長選挙において

御当選、まことにおめでとうございます。 

  今回の町長選挙は、現職と新人候補の一

騎打ちということで、かつてないまれに見

る激しい選挙となったわけであります。そ

して、ダブルスコアに近い堂々たる結果を

出したわけでございます。このことは、旧

態依然を変えたいという住民の皆さん方の

熱い思いの勝利であったと思うわけでござ

います。 

  田中新町長におかれましては、その点を
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重く受けとめていただきまして、激せず、

騒がず、粛々と長期の展望に立ってのまち

づくりをお願いいたしたいと思うわけでご

ざいます。 

  そこで、まずまちづくりのための町長の

所信表明についてお尋ねをしたいと思いま

す。 

  通告順の最初でございますけれども、総

人件費の圧縮費について、これは所信表明

の３ページ、この３ページのところに、ま

た総人件費の圧縮も実施してまいりたいと

考えていますを、まいりますということで

ございまして、それで私は、やっぱり長期

的に考えて目標設定を住民さんに知らせた

ほうがいいんではないかなと思いますが、

目標設定を何％ぐらいにやっているのか、

まずお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの西岡議員の質問に対して、お

答えいたします。 

  まず、そこに載っておりますように、ま

ず私、率先して私の給料の２０％を削減し

たところでございます。 

  今後につきましては、人事院勧告も踏ま

えながら、今後の状況、いろいろ踏まえて、

また考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私が聞いているのは、目標設定を何％に、

将来的でもいいですから、やはり将来的に

まちづくりをするに当たって、その人件費

を何％ぐらいに圧縮するつもりなのかとい

うことで、できるできないは別にして、

何％を目標にしているかということを聞い

ているんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  現段階では、目標は定めておりません。

まだ、これから状況を見ながら、まずは私

が率先して２０％削減しているというとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  目標設定が今のところわからないという

ことで、しかしそれは住民さんに対してや

っぱり設定すべきだろうと思っております

ので、今後、考えていただきたいと思いま

す。 

  それと、職員数の見直しについてであり

ますけれども、これは５ページですね。５

ページに、先ほど山下議員のほうからも質

問があったようでありますけれども、職員

数の見直しと適正配置ということで、適正

な人事を把握し、適正を超える人員につい

ては、委託事業の直営実施云々と書いてお

ります。 

  そして、そういう環境整備をしていくと

いうことでありますけれども、この職員数

の見直しについては、配置転換で見直すの

か、それとも削減をするのか、どちらです

か。もし削減なら、具体的な策はあるんで

すか、お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、職員の見直しに関しましては、
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２６年度に事業評価等をしていきます。ま

た、これから全課について、私、直接見て

回りたいと思っておりますので、そういっ

た事情も踏まえながら、配置転換が必要な

ところは配置転換、また削減が必要なとこ

ろは削減ということでやってまいりたいと

思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今の御答弁でしたら、配置転換も全体的

に見直しながらやっていくということなん

ですけれども、それでは一つお聞きしたい

んですけれども、適正規模ということです

けども、例えば町長は、今、２万2,０００

人のまちとして、適正な職員数は何人ぐら

いだとお思いですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  西岡議員の質問についてお答えいたしま

す。 

  これから事業評価をしながら検討してま

いりたいと思っております。ただ、それに

よってまた答えは変わってくるかもしれま

せんが、今、私が思っておりますのは、約

２００人ぐらいかなと思っております。 

  これにつきましては、今後、事業評価等、

それぞれの仕事を見てから、最終的には考

えていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それでは、大体２００人ぐらいと思って

おられるので、それに向けて、いろいろ適

正規模の職員数を精査しながらやっていた

だきたいと思います。 

  それから、２番目に行きたいと思います。 

  第４次総合計画の実行ということでござ

いますけれども、まちづくりは、やはり長

期の展望に立って短期の実践をしていくと。

その長期の展望に立ったうちの１０年計画

が昨年度から実施されていっております。 

  豊能町の活性化プログラムが平成２３年

度から２５年の間に、今、重点施策として

三つの柱を基本に、これからプログラムを

組んでいこうと、実行していこうというこ

とで、平成２４年度には、この重点施策の

三つの柱、教育・子育てのまちづくり、そ

して定住化の促進、それと農林観光の振興、

この三つを重点施策として豊能町のまちづ

くりの１０年計画の重点施策にしようとい

うことであります。 

  前回の質問で、このうちの教育・子育て

のまちづくりは、かなり前向きに進んでお

るんですけれども、定住化施策と農林観光

の振興、この二つはなかなか進んでいない

ということでございまして、その点をひと

つお聞かせ願いたいんですけれども、町長

も先ほどのエスカレーターの問題云々があ

りましたけれども、私は定住化施策は、こ

の特集の豊能町の活性化プログラムの中に

は入っていないんですけれども、交通体系

の再構築というのがあります。私は、交通

体系の再構築とエスカレーター、この二つ

は、私は定住化施策でやるべきであると思

うんですけれども、豊能町の活性化に向け

て町長のお考えはどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私も定住化ということで、エスカレータ

ーは大事な話だと思っておりますし、交通
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問題も大事だと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そこで、定住化施策で、町長は、Ｕター

ンということは言っておられます。いわゆ

る、こちらに住んでいて、外へ出られた。

そういう方も、豊能町はもっと魅力のある

まちであるということで、Ｕターン現象が

起きるだろうということで、Ｕターン施策

ということで、今、具体的にいろいろ先ほ

どから言われておりますけれども、もう一

つ、Ｉターン施策も必要ではないかなと。

つまり、Ｕターンではなくて、Ｉターン。

つまり、魅力あるから豊能町に来ようと、

そういうことも大事であろうと。その点で

は、やっぱりこのエスカレーター問題とい

うのは、非常に外から見ても魅力あるもん

だろうと。 

  もう一つは、やはり豊能町は教育ナンバ

ーワンのまちということで、御承知のよう

に、小学校も中学校も非常に大阪府下では

高いレベルにあります。中学校はナンバー

ワンであり、小学校はナンバーツーという

ようになっております。この辺も、Ｉター

ン施策の形として取り組んでいかなければ

ならないと思うんですけれども、特に先ほ

どから問題になっておりますエスカレータ

ー問題でありますけれども、これは私は、

町長は、国の予算があるうちにという話が

出ておりますけれども、私、これ、耐用年

数はどうなんですか、もう終わったんです

か、終わっていないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  法的な耐用年数という意味では、１５年

ということですので、経過しております。

終わっております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  耐用年数が終わっているということは、

いつ何が起きてもおかしくないという状況

であります。部品はあるけれども、しかし

いつ故障するかもわからないと。そういう

状況の中で、町長が言われるように、私は

この定住化施策として、今の時点でしたら、

国の予算があると。ですから、私は前向き

に取り組んでほしいと思っておりますけれ

ども、再度、お答えをいただきたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私も前向きに、国の予算が、補助金があ

るうちに取り組んでまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そういうことで、私はやはり町の活性化

に向けて、前向きに定住化施策、そして人

口導入という形でやっていただきたいと思

います。 

  次に、交通施策の問題もそうなんですけ

れども、交通施策は、町長、一般質問の中

でお答えになったように、交通特別委員会

とともに連携をとりながらやるということ

でありますけれども、一つ、私はこの今ま

での交通施策の見直しについては、非常に

住民さんに対するヒアリングが少ないなと。
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ですから、住民さんに対するヒアリングの

徹底と、その分析が必要であろうと思うん

ですけれども、町長のお考えはどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員のおっしゃるとおり、住民の意見を

やはりしっかり聞いていく必要があろうか

と思っております。 

  ただ、まずは過去に実施した豊能町の巡

回バス等の利用に関するアンケート結果と、

これがありますので、まずはこういったも

のを見ながら考えていきます。 

  それと、今後は、住民の意見もどういっ

た形で反映していくかということについて

は、検討してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ヒアリングの徹底と分析が私は必須条件

であると思うんですけれども、やはりその

いろんな情報分析の中でやることが、これ

からの交通施策を前向きに実のあるものに

できるものだと思っておりますので、これ

は行政としてきちっとやっていっていただ

きたいと思います。 

  それと、次の農林観光の振興であります

けれども、これ、道の駅構想の取り組みで

ありますけれども、私はやっぱりこれ、前

回は全く失敗しておりまして、頓挫してお

ります。 

  これは、やはりＰＴ、プロジェクトチー

ムを立ち上げる必要があると思うんですけ

れども、町長はどういうふうに考えておら

れますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そうですね、プロジェクトチーム、要は、

前回うまくいかなかったのは、結局は、農

家の協力が得られなかったということで、

直接、生産されている方が余り入っていな

かったように思いますので、そういった方

の意見も聞けるような形で、プロジェクト

チームになるのか、どういった形になるか

わかりませんけれども、実際、ここに出店

される方等を勘案した形で、実現に向けて

考えるべきものだと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私は、町がプロジェクトチームをつくる

として、これはやっぱり一般の方との協働

が必要であろうと思っております。そこで、

やっぱり職員と住民との共同作業が必要で

あろうと。 

  ですから、例えば町の職員のある人を選

んで、そのもとに一般の人に入っていただ

いて、それで結果を出してほしいというこ

とで、これは一つの職員の評価制度の形に

なるんじゃないかなと。それで成功した場

合は、その職員に対していろいろ評価する

と、そういう私は実践職員評価制度みたい

な形をつくって、役所と、それと住民さん

が一体となってまちづくりを進める一端に

なるんではないかと思うんですけれども、

こういう形もあると思うんですが、町長は

どういうふうにお考えですか、何かいい方

法はありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり、議員がおっしゃっているように、

これから事業を進めていくに当たって、住

民との協働という観点は大事かと思います

ので、そういった意味で、やはり職員と協

働で事業実現に向けて功績の評価が認めら

れるような場合であれば、それはそれで一

定認めていく必要があろうかと思います。 

  ただ、そういった評価の方法というのは

非常に難しいですけれども、何らかの形で

考慮するべきことではないかと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私もそういう競争の原理でもないけれど

も、やっぱり切磋琢磨の原則というのは非

常に大事だと思うんですね。お互いに頑張

って、頑張る職員を育て上げると、町の中

でお互いに頑張ると、そして町の外でも頑

張るということで、お互いに実践評価制度

というのは非常におもしろいんじゃないか

なと思っているので、町長も今後、ひとつ

参考にしていただいたらいいんじゃないか

と思います。 

  次に、教育・子育てのまちづくりという

ことで、これ、先ほど山下議員のほうから

は、通学路のあそこの水の問題が出ており

ましたけれども、上でいろいろ開発行為み

たいなものがされておるということで、そ

の関係もあるんじゃないかということを言

われておりますが、それと同時に、私はあ

の通学路のダンプ走行については、緊急に

対策を打たなければならないと思うんです。 

  危険予知可能なものは、やっぱり事前の

対応を前提としなければならないと思うん

ですよ。事前の対応を間違って事後の適用

なんかをすれば、子どもが犠牲になると。

ですから、危ないものは、事前に全部取り

除くというのが本来の形であります。 

  前回も一般質問しましたが、どうも教育

委員会のほうが任されているようでありま

すけれども、私はこれは町全体の問題だと

思うんです。 

  ですから、建設もそうですし、全体が、

これは何とか子どもが被害に遭わないよう

に何か考えてほしいんですけれども、その

辺の対応はどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  ダンプカーの件でございます。 

  現在、教育委員会といたしましては、現

場管理業者と児童・生徒の登校・下校時の

警備員の配置、学校行事等の教育活動等に

支障になる場合、騒音発生の自粛、車両通

行に伴う砂ぼこりの防止対策、工事区域外

への土砂流出防止安全策等の安全対策、周

辺環境対策について、毎年、協議書を交わ

して行っております。 

  ことしの９月以降でございますが、小学

校の主な登校時間に、７時４５分から８時

１５分までの３０分間、ダンプカーの自粛

を行っているところです。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この前も言ったと思うんですけども、８

時１５分というのは、まだ危ないですね。

私は、今、朝６時２０分から信号のところ

に立って、子ども相手に挨拶運動をしてお

ります。一番最後の中学生の子どもが行く

のが８時１６分ぐらいです。遅いのは、１
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８分ぐらいに、おっちゃん、遅なったわと

走っていきよる。それが、希望ヶ丘の２丁

目から走っていっても、どう見ても１０分

か１５分はかかるでしょう。そうすると、

この８時１５分というのは、全くそれでは

間に合わんわけです。私も建築関係をやっ

ております。大型ダンプは大体９時以降で

すよ、入るのは。常識です、これは。 

  ですから、朝だけでも、最低９時という

形にしなければ、必ず問題が起きます。必

ず起きます。起きたときにどうするか、子

ども犠牲になるわけです。先ほどから皆さ

んおっしゃっているように、子どもは豊能

町の宝ですよ。将来を託する、我々は子ど

もに託して、豊能町に生きていくというこ

とです。 

  ですから、そういうことで、何とかこれ

９時以後に入るような形に設定してほしい

と思うんですけれども、どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  今現在、先ほど答弁させていただいたよ

うな時間のダンプカーの自粛をしておりま

す。 

  この件に関しましては、教育委員会と学

校現場管理業者ということで、頻繁に話し

合いを持って、あくまでも教育委員会は、

学校の安全、子どもたちの安全性を第一に

考えなければならないというところにおり

ますが、これは今までのいきさつでござい

ますが、現状の道路でございますが、過去

に地権者との協議により新設されたもので

あること等ございますので、あるいは山の

上で計画性に違法のない場合、通行をとめ

ることはできないというところでございま

す。 

  今後とも、できるだけ子どもの安全性に

留意しまして、交渉といいますか、その時

間帯に関しては、話し合いは進めていきた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ、もう期限を設定したほうがいいと

思います。私は一番最初に、その許可がど

ういう形で許可されたのか、あの上で何を

するのかというのがはっきり知りませんが、

多分、ああいうことをするとは聞いていな

かったんじゃないかなと。ですから、もう

この時点で、期限を、１年だったら１年に

限定してやってください。でないと、あれ

が次々奥へ奥へ入っていきます。それは、

その都度、危険が来るわけでありますから、

やっぱり子どもは我々大人が守るべきもん

であります。 

  ですから、豊能町を挙げて子どもの育成

ということを言っているわけですから、全

庁挙げてやっていただきたいと思うんです

けれども、町長、どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これからまた検討してまいりたいと思い

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  検討していくこと、前向きに検討してい

ただきたいということでお願いしておきま

す。 

  それでは、その次でありますけれども、
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やはり学校教育については、教育委員会、

かなり頑張っていただいております。基

礎・基本の徹底ということで、私は習慣づ

けというのが非常に肝心だなと思っており

ます。 

  私の大好きな先生で、安岡正篤という先

生がおりますけれども、子どもは人生のあ

けぼのである、太陽である。清く明るく健

やかに育てることを旨とするということを

言っております。その中で、やはり子ども

の基本的なこと、基礎・基本の徹底と、こ

れは習慣づけが肝心であると、天性にまさ

るものは、よい習慣であるとも言っており

ます。 

  そういう点で、今、この先ほどの活性化

プログラムの中で、教育の中で、挨拶がで

きる、読書が大好き、みずから学ぶと、こ

ういうことを挙げておりますけれども、豊

能町が育てたい子ども像ということであり

ます。 

  その中で、豊能町は本当に皆さんが来て

びっくりするほど、子どもがよく挨拶をす

るとお褒めをいただいております。 

  ただ、私、このごろ立っておりますと、

昔はというか、ここ二、三年でしょう、去

年ぐらいからかな、子どもがふだんなら朝

早く４・５人が担当だと走っていく子がお

ります。これは、学校に先に行って、来る

子どもを迎えて挨拶をすると。ところが、

このごろ全くそれがない。聞いてみると、

もうそれがないというんですね。何でそん

なことになっとるのかなと、おかしいなと、

これ、どないなっているのかなと思ってい

るんですけれども、教育長、聞いています

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、変わったという話は、ちょっと私も

承知しておりませんけれども、ただ東のほ

うですと、東能勢小学校と中学校の取り組

みの中で、児童会・生徒会が毎月水曜日を

そういう指定日に当ててということは取り

組んでおりますし、今お尋ねの件について

は、申しわけございませんが、承知してお

りませんので。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  以前は、これ東から始まったんですよね。

今、西でもやっています。西は、かなり積

極的に盛り上がってきているなという気が

しておりますけれども、私はこれはやっぱ

り校長先生の権威の問題と違うかなと、校

長先生で変わるなと、僕は思っております。

それで、僕は多分、これ、校長先生に原因

があるんじゃないかなと。 

  校長の権威の低下ということで、それは

調べてもらったらわかりますけれども、い

わゆるどうも教育の権威と言うと、制度的

な権威と勘違いされていると。つまり、校

長とか、教育長とか、町長もそうですけれ

ども、議員もそうだけれども、そういうい

わゆる名刺の名前書きみたいなものの権威、

そうじゃなくて、やっぱり人格的な権威を

欠いている校長が多いんじゃないかなと。 

  つまり、人格的な権威というのは、服従

させるのではなくて、従順の教育、それが

できる。そのためには、みずからの人格的

な権威を高揚しなければならないというふ

うに思うんですけれども、やっぱり人生の

目標を持つことが基本であろうと思うんで

すけれども、このごろ徳育が非常に減退し

ておると。ですから、教師、大人、親もそ

うですけれども、やはり人生のあり方とか

生き方の教育、この辺が必要ではないかな
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と。 

  高橋議員の質問がなかったんですけれど

も、学校、土曜日を教育しようやないかと

いう話が、質問の内容があったんですけれ

ども、していなかったんですけれども、私

はやっぱり５日制という問題が出て、やっ

ぱり子どもの学力が落ちたなと。学力とい

うのは、何も机の上に座ってやるだけじゃ

ないと思うんですね。だから、５日制、私

は当時、大阪府のＰＴＡの会長をしていま

したけれども、そのときに、子どもは６日

制で大人は５日制でもいいと言ったんです。 

  これは、大人の５日制というのは、労働

問題です。週休２日制の話です。大人が休

んだら、大人も学校に行って、子どもと一

緒に勉強したらいいと私は思ってたんです。 

  ですから、知・徳・体のバランスが欠け

ている、特に徳育が欠けているから、土曜

日の１日を親子で徳育を学ぶ、そういう形

に持っていったらいいと思うんですけれど

も、教育長のお考えはどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  土曜日につきましては、議員も御承知の

とおり、平成１４年度から今の５日制にな

って、ことしで１０年を迎えるわけであり

ます。もともとのスタートが、日本人は勤

勉であるというところから来ておりますの

で、それに学校が参加したということだろ

うと思います。 

  問題は、その受け皿がきちんとされなか

ったために、学力、あるいは体力も含めて

低下したのではないかとよく言われている

んですが、私はやはりもうそろそろ個人的

には学校教育法を改正して、今のままでは、

休業日になっていますので、運用の中でし

かできない。そういう制度も、今回の選挙

でどうなるかわかりませんけれども、皆さ

んが教育改革、教育再生ということを言っ

ておりますので、そんなことで、少しやっ

ぱり１０年たったところで考える時期には

来ているのかなと。 

  ただ、豊能町としての取り組みとしては、

土曜日は月２回までしかできませんので、

今の運用では。その中で、できるだけ保護

者や地域の人たちが来れる、そういう参観

日、そういうことで、その中で、例えば人

権教育とか道徳をやってはどうかという提

案はしておりますし、それから学校行事と

して学習発表会とか運動会をできるだけ土

曜日に当てることによって、皆さんが参加

できると。そういうことで、工夫はしてい

るところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  例えば親子で論語の教室をするとか、そ

ういうのも一つおもしろいんじゃないかな

と思っております。 

  生涯学習社会になっておりますので、一

生涯学び続けるという社会であります。大

人も子ども一つになって学んで、いいまち

づくりに向けてそういう勉強をしたら一番

いいんじゃないかなと思っております。 

  「少にして学べば、壮にしてなす。壮に

して学べば、老いて衰えず。老いて学べば、

死して朽ちず」ということで、やっぱり

我々は過去から学び、現在を生き、そして

未来につなぐという形が、これから豊能町、

大阪府、そしてひいては日本再生という形

につながるんじゃないかなと思っておりま

す。 

  これからのまちづくりに向けて、町長に

おきましても、これからやはり人格的権威

ということも一つ勉強していただいたらい
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いんじゃないかなと。リーダーということ

も質問に出ておりましたけれども、私はリ

ーダーはやっぱり使命感を持ってまちづく

りを進めていただきたいと思っております。 

  まちづくりというのは、先ほども言いま

したように、長期の展望に立って短期の実

践を行うということであります。冒頭申し

上げましたように、町長はダブルスコアに

近い結果を出したわけであります。山下議

員が言ったように、住民の期待感、それは

期待度を示すものであります。田中町長に

寄せる期待感は、大なるものがあります。

その期待を裏切ってはなりません。若干４

９歳でありますから、その若さで青雲の志

を立て行政の世界から政界に身を転じた覚

悟を忘れることなく、使命感を持ってまち

づくりを進めていただきたいと思います。 

  そして、初心を忘れることなく、おごら

ず、激せず、粛々と長期の展望に立って、

夢を持って住民の皆さんに対する公約実現

に向けて邁進していただくことを進言いた

しまして、私の一般質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時４８分 休憩） 

（午後２時５０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。御

指名を受けましたので、一般質問させてい

ただきます。 

  ２日目の最後の一般質問でございますが、

答弁も大分出たところでございますけれど

も、私のほうから再度質問させていただき

ますので、どうか簡潔な御答弁でよろしく

お願いいたします。 

  通告順に一般質問をさせていただきます。 

  所信表明についてお伺いしておりますが、

これはホームページにも掲載されて、全住

民の方にはもう知らされているものでござ

いますので、その点を踏まえて答弁をいた

だきたいと思います。 

  エスカレーター問題は、何名かの議員が

されましたけれども、角度を変えてお伺い

いたしたいと思います。 

  町長もおっしゃっているように、多くの

住民の移動手段である光風台駅前エスカレ

ーター、これは「住民サービスにとって必

要なまちづくり」と述べられておられます。

私もそう思うわけでございますが、エスカ

レーターのメンテナンス部品の在庫が平成

３１年度まであるということで、今、既存

の代替案検討会議は休止中という格好にな

っております。その間、故障が起きれば、

直ちに新光風台・光風台の自治会、それと

豊能町、この三者が集まって検討会議を再

開するというふうに、この間、答弁をいた

だいてまいりました。そのもとで、先日来、

町長は更新すると、取り組まれるというこ

とを答弁されております。 

  しかし、これは耐用年数が経過しており

ますので、いつ、メンテナンスの部品があ

るといっても、わからないわけですので、

その点、先ほど補助金があるので、それで

更新していきたいということですが、補助

金はもう確認がとれているのかどうか、き

ちっとそれがどれぐらいの負担が補助金と

してされていくものなのか、その点の把握

をされているのか、お聞きいたします。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  補助金につきましては、２５年で社会資

本整備総合交付金が終わりますので、一応、

今後またどう変わるかわかりませんという

こともありまして、来年度はどういったこ

とをするのかということについて、基本的

な検討をして、それからどういう補助金が

使えるかということも勘案して、これから

進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今お答えいただいたのは、２５年度に入

ってからということで、それは確認がまだ

とれていないということなんですね、補助

金としての確実な確認ですね、これででき

るという。それで、２５年度に予算を上げ

ていくということなんですか、お尋ねいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  さきの交付金が２５年で一旦終わるとい

うことがありますので、今後、これ、本体

に補助金・交付金を充てるに当たっては、

これからどういう補助金ができるかという

のはまだわかりませんので、来年はどこま

でどの程度やるのかとか、また来年度にな

れば補助金・交付金のメニューなんかも出

てまいりますので、そういったことを来年

度検討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ２５年度で切れるというお話なんですが、

じゃあそれまでにきちっとした手続をしな

ければ、これ、お金が出てこないと、そう

いう問題だと思うんですね。２５年度にそ

ういう補助金制度があるのかどうかはまだ

わからないんですか、お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ２５年までは今の交付金はあるとなって

おりますけれども、これをやるに当たりま

しては、やはり基本設計・実施設計、それ

と整備ということになりますので、単年度

では整備は当然できません。ですので、今

後、新たな補助金を、どういったものが使

えるのかということを検討してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ちょっとどのように進めるという手続が、

これ、できるのかどうかというところで私

は今御答弁いただいたのが、わからないん

ですけれども、新たな補助金制度があるか

どうかもまだ明確になっていないですね。

というのは、今、選挙中で、どの政権がま

た政府になるかということになってくると

いうことなんでしょうけれども、そうする

と、その間に、このエスカレーターの故障

がもしあったならば、それはどのように対

応していかれるということになるでしょう

か、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  もし故障が起これば、やはり部品等を交

換して修繕するという形になります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  故障で、部品ではもう動かないという場

合だってあると思うんですよね。それさえ

あればということで、きちっと直るという

ことにはならない、そういう事態も起こり

得ると私は思っているんです。 

  老朽化というのは、そういうもんだと思

いますので、その点、直ちに三者が話し合

って、きちっとどういう方向性を持ってい

くのかというところは、やはりきちっとし

た話し合いをしていくべきだと思いますが、

その点はいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、日立ビルメンテナンス等からも来て

いますのは、製造中止から５年から１０年

程度については、ストックの部品があると

いうふうに聞いておりますので、この間で

あれば修理は可能かと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後３時００分 休憩） 

（午後３時０８分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほどの高尾靖子議員の質問に対して答

弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  エスカレーターは更新します。基本的に、

補助金が使えれば使ってまいります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  じゃあ、再度、質問します。 

  補助金の制度がない場合は、どうされる

んですか。そのまま更新するということで、

その経費は出される、予算はつけられると

いうことなんですか。そのところを確認さ

せてもらいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  補助金がない場合でも、それは更新して

まいりたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町長は繰り返しおっしゃっていますので、

これ、後の質問ができなくなりますので、

このほうでおさめますけれども、やはりメ

ンテナンスが確実に３１年度末までできる

というのであれば、今の町の財政面から考

えたら、今のメンテナンスはできるという、

日立製作所のそのことを信じて、３１年度

末までは延長・存続できるということで私

はいいと思っているんですけれども、補助

金制度があれば、すぐに更新するというこ

とを今おっしゃったわけですよね、なくて

もするとおっしゃいましたけれども、その

点は、今後の状況も見据えて、ぜひいい方

向で出してください。そのことを言うしか

ないと思いますので、では、次に行きます。 
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  東西バスの利用者数、収支等の実績は、

３０％前後と横ばいの数値が続いているわ

けですけれども、地域公共交通会議で今後

協議していくということで、今の経過は、

そういうことになっております。前町長が

そのように答弁されてきました。田中町長

も、超高齢化社会であることを踏まえて、

「お年寄りにやさしい交通網の整備充実を

考えていく」と、この所信表明で述べてお

られます。 

  まちの魅力である東西バスの存続、この

存続と同時に、高齢者にやさしいというこ

とに重点を置いておられるので、先ほども

質問がありましたが、巡回バスの復活なん

かをお考えになっておられるのかなという

ふうに考えるわけですけど、その点はいか

がなのか、お尋ねします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  以前の巡回バスは、経費の割には利用者

が少なかったということから見直された経

緯がございまして、今後、議員御指摘のよ

うに、ますます高齢者の方がふえるため、

それに対応する公共交通が求められると考

えています。 

  お年寄りにやさしい交通網の整備充実に

向けた具体的な運行形態や内容について、

議会の交通特別委員会の意見を聞きながら、

地域公共交通会議で検討を行ってまいりた

いと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  地域公共交通会議で、ぜひ田中町長のお

考え、お年寄りにやさしい交通網の整備、

ここを重点的に訴えられて、やはり東西バ

スの存続または巡回バスの復活か、どちら

かわかりませんけれども、とにかく東西が

交流できる東西バスの存続、このことを私

はお願いしたいと思っておりますが、その

地域公共交通会議の場で町としてのお考え

を述べられるかどうか、それと交通特別委

員会で町長としてはどのように訴えようと

思っておられるのか、町の姿勢として存続

をしようということに、これの今のお考え

でしたら、そうなると思うんですけれども、

高齢者にやさしい交通網ということですの

で、その点はいかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これからやはり豊能町も高齢化が進んで

まいりますので、住民の皆様の御意見も聞

きながら、ニーズに合ったようなものがで

きればいいかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ニーズに合ったということで、ぜひそれ

は積極的に進めていただきたいと思います

が、地域公共交通会議では、老人会の代表

の方、住民の自治会の代表の方、３名ほど

が出席されているんですけれども、欠席さ

れている場合もあるというふうに聞きます

ので、その点、十分お話を聞いて、吸い上

げてください。 

  それと同時に、交通特別委員会でも、田

中町長の今考えておられることをぜひ主張

して、存続していっていただきたいと思い

ます。そのことをお願いできますか。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはりこれから高齢化社会を迎えていき

ますので、そういったものは必要だという

ことで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひ公約を所信表明の中でおっしゃって

いますので、前向き、積極的に進めていっ

ていただきたいと思います。 

  次に移ります。 

  「総人件費の圧縮を実施する」と述べら

れておりますけれども、どのような圧縮を

していくということになるのか、お尋ねい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つは、総人件費の圧縮ということで、

まず私の人件費をカットしたということが

ございまして、あとそれ以外にも、事業評

価等を通じまして、またそれぞれの課の状

況なども見ながら考えてまいりたいとも思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  臨時議会のときもちょっと私お聞きした

んですけれども、事業の評価で人件費を削

減するというふうに受けとめたらいいので

しょうか。事業評価というのは、それぞれ

の部署で仕事が違いますので、どういうと

ころをもって評価して、圧縮しようと。圧

縮というのは、人数を削減するのか、経費

を削減するという圧縮なのか、どちらなん

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つは、人数ということも考えておりま

す。今、これから退職される方もいらっし

ゃる。そこで、厳しいですけれども、新規

採用を少しやめながら、そういうことによ

って人件費を減らしていくということも考

えられますし、そういったことが例えば考

えられます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  毎年退職者の方が何名かおられますので、

自然減というふうになってくると思うんで

すけれども、今、大変な経済情勢ですので、

どこでもリストラとか、そういうのが行わ

れているような状況ですけれども、ここで

はそういうことは一切あってはならないと

いうふうに思っておりますが、その自然減

で行くということのほうをお進めになるの

か、あえて肩たたきでやめてくださいとい

うふうにはできないものだと思うんですけ

れども、その点の仕事のことで評価して人

数削減するという、そういうことにはなら

ないということで、私、しないということ

で考えてよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 



 

 3－56 

  一つは、今現在、豊能町では勧奨退職と

いうことで、事前に個人の意思で退職して

いただいているということもございます。 

  もう一つの話で、先ほどおっしゃったこ

とにつきまして、今、勧奨退職、自然減、

そういったことで今は考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  わかりました。 

  自然減で行くのが、本来の自治体のある

べきやり方だと思います。 

  それでは、そこのところを確認できまし

たので、それでは次に行きます。 

  全庁を貫く４つの考え方ということで、

４つ、住民サービス、二つ目が経費の削減、

三つ目は歳入の増加、４、働きやすい効率

的な職場の実現についての意識改革につい

て、大きな課題であり、バランスがとれな

いということを言っておられるわけなんで

すけれども、この４つの実現というのは、

相当なエネルギーが要ると思いますし、本

当に総力で頑張らないとできないし、バラ

ンスが崩れたら大変矛盾が起こってくると

いうような内容になると思いますけれども、

こうした４つのバランスについては、どう

いうふうに持っていくということになるの

か、この内容が個々に４つありますので、

わかりませんが、それはもうお考えになっ

ておられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今上げました住民サービスの徹底、経費

の削減、歳入の増加、働きやすい効率的な

職場の実現というのは、いずれの職場にも

共通してできることだと思っておりますの

で、バランスというか、それぞれに対して

それぞれの職場が取り組んでいただくと、

こういった意識で取り組んでいただくとい

うことで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ここの４つのところのバランスを持って

皆さんの力強い仕事を進めるならば、やは

りこれがよく進めていくことができるのか、

できないのかで、まちづくりの明暗という

んでしょうか、これが浮き彫りになるので

はないかと思っております。 

  経費の削減で住民サービスはできるのか

なということが、私はすごくそこのところ

を懸念しておりますが、町長の任期中にこ

れを実現していくということをお考えなの

かどうか、お尋ねします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  この４つの項目につきましては、今後、

庁内にも張り出して、それを意識しながら

仕事をしていただくということで考えてお

りますので、この４つの項目については、

当然、私の任期中に取り組んでまいりたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひとも新風といいますか、そういうと

ころで頑張っていただいて、豊能町の行財

政を進めていっていただきたいと思います

が、それでは次に行きます。 
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  職員数の見直しと適正配置、これも先ほ

どの圧縮というところで、ある程度似たよ

うな感じもするんですけれども、その適正

配置で委託事業の直営実施、住民の方のＮ

ＰＯとの協働事業で行える環境整備を進め

るということは、どういう内容なんでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、先ほど来申して

いますように、例えば事業評価等をした場

合に、事業評価、またそれぞれの職場を見

た場合に、どれだけの人数が必要か、適正

かということがもしわかれば、それ以外の

余った人間といいますか、そこで適正以上

と判断した人員に関しては、例えば委託事

業を直営事業で実施してもらうとか、もし

くはこれから豊能町の事業を進めていく場

合に、やはり町だけで進めていくには、な

かなかいろんな面で苦しい面がありますの

で、住民の皆様と協働で事業を進めていく

ということも今後必ず必要になってきます

ので、その協働事業を進めていくに当たっ

て、職員の方が住民の方に一緒に入ってい

ただくという形で働いていただくというよ

うなことを考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  直営事業という、ちょっとよくわからな

いんですが、例えば具体的にはどういうこ

とがあるんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  例えば、何かある事業を業者さんに委託

していた事業があった場合に、それがもし

職員の方でもできるような内容であれば、

その職員の方がその事業をすれば、委託に

出していた委託費が浮くというようなこと

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これは、職員の方のそういう向き不向き

というのが随分出てくると思いますし、そ

のことによって、適正で行えるかどうかと

いうところをきちっと見きわめることがで

きるんでしょうか。その点はどのように、

今、余った職員というんですか、そういう

言い方は、ちょっと現在、おかしな言い方

だと思うんですけれども、それ、どういう

ふうにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  先ほど余ったというのは、ちょっとごめ

んなさい、私の表現がおかしかったので、

例えばこの職場で、今、５人働いておられ

たと。客観的にいろんな要素で見た場合に、

４人でもいけるんじゃないかといったとき

に、１人の方がほかの作業ができるという

意味合いでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これからのことなので、余り追及しても

ちょっと御無理なのかなと思いますけれど
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も、やはりそこのところは十分課の方と詰

めて、部長、課長、皆含めて、十分話し合

わないと、これは職員さんにも、やはりこ

うした営業というのを急に回されたとして

も、大変、適切に配置ができたと言えるこ

とにはならないと思いますので、その点は、

やはり職員さんを生かせる、そういう、お

っしゃっているように、風通しのいいまち

づくり、また職員さんが生き生きと仕事が

できる町政ということでおっしゃっており

ますので、職員さんをそこで適正に配置し

たつもりが、そこに全く適応されないとい

うか、合わない部署になっているというよ

うなこともあると思いますのでね、営業と

なればね。やはり、営業というのは、利益

を追求するということになると思うんです

けれども、そういうことですよね、直営実

施というのは。そういうことも含めてです

か、その辺、ちょっとお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、委託事業というのは、営業といい

ますか、先ほど５人で働いていたところで、

もし４人でやっていけると。その１人の方

の力で、例えば来年度、こういった、この

委託事業というのがどういうものかあれで

すけれども、例えば入力の作業というのを

委託したとしたときに、これを外部に委託

するのではなくて、この方が入力するとか、

そういった意味合いでございます。 

  それと、あとは住民の皆様と協働事業を

行うときにも、やはり住民の皆様と職員の

方が一緒になって話を進めていくというこ

ともありますから、そういったところに積

極的に入っていっていただいて仕事を進め

ていただくとか、そういったことを想定し

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  大変難しい問題でもあると思います。よ

くいけば、本当にＮＰＯの方たちと委託事

業として頑張れるということも言えると思

うんですけれども、その点は十分、職場内

の皆さんと話し合って決めていっていただ

きたいと思います。 

  職員を本当に生かせる、そういうところ

での町長の力が出せるところだと思います

ので、よろしくお願いします。 

  その次に行きます。 

  教育施策と子育て支援拡充を述べておら

れますけれども、次代を担う子どもたちの

医療費助成、未来への投資であり、若い子

育て、家庭のＵターンを呼び込めるまちづ

くりにできるのではないかというふうに思

うわけですけれども、子どもの医療費を中

学校卒業まで拡充をするというお考えは、

町長としてはどうですか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員がおっしゃっておられますように、

子育て支援策として、入院の医療費助成を

中学３年までとする制度の拡充の実施に向

けては、検討しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひその検討は、実施に向けての検討と

していっていただきたいと思います。 
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  今、大阪府下で中学校卒業ということで

の自治体、助成しているところは、１４自

治体です。小学校卒業までというのが一番

多くて、１８自治体になっているんですけ

れども、あとは就学前という、小学校卒業

まではもうどこも普通になってきているわ

けですけれども、中学校卒業、これは豊能

町は本当に大阪府の端、北のほうになって

おります。そういうところの住みよい環境、

教育環境もいいというところを、ぜひここ

のところもＰＲしながら、子育てもなかな

かやるなと、支援もやっているなというと

ころで、Ｕターンの若手の方も呼び込める

んじゃないかと思いますので、ぜひともこ

れは実施に向けて頑張っていただきたいと

思います。 

  次、これは一つお願いでございます。 

  子育ての支援でもう一つですけども、と

きわ台には公園が少ないと言われておりま

して、若い方も少しＵターンで親御さんの

ところの近くに住んでいる方も結構今ふえ

ているんですけれども、その点で、公園が

欲しいという要望が寄せられておりますけ

れども、そういうお考えは今はどうでしょ

うか。お考えがあるのかどうか、ちょっと

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  議員のおっしゃっているのは、町内の都

市公園という位置づけの公園だと思います

が、本町にありましては、ほとんどが開発

による帰属公園のみでありまして、今後の

見込みといたしましては、ときわ台のみな

らず、新たな公園の整備を行うという予定

は持っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  持っておりますと言っていただけるかと

いうふうに思いましたが、せんとなりまし

たんで、残念ですが、今後は、やはり子育

て支援にも充実・拡充をおっしゃっている

田中町長に期待をしたいと思いますので、

その点、また検討していっていただきたい

と思います。 

  次に行きます。 

  地域防災計画の見直しも、先ほど来から

ありました。南海トラフの巨大地震による

被害想定が示されたことで見直しするとい

うことになってきておるんですけれども、

福井県下の、今、地震、各断層とか、いろ

いろ言われてきまして、大変危険な状態じ

ゃないかということも言われてきておりま

す。 

  そこで、滋賀県下、京都府など、もし地

震が起きたならば、放射能汚染が琵琶湖に

まで届くということも言われております。 

  そうした予測図が出ておりまして、もう

御存じだと思いますが、大阪府下の水がめ

である琵琶湖が放射能で汚染されるという

ことも想定されるという話ですので、本町

にとっては、とてもこれは安心して生活で

きないというような状況に追い込まれるこ

とになるんですけれども、そうしたもとで、

自治体の長として住民の安全な生活を守る

立場から、原発即時停止を申し入れるお考

えはありませんか、お尋ねします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  原子力発電をやめることは、御存じのよ

うに、電気料金の値上げとか、ＣＯ２の増大、
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地球の温暖化、そういったことを促すとい

う、こういうことにもつながりますので、

一概に撤退がいいとは言い切れないと思っ

ておりまして、特に申し入れるという考え

は今のところはございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、総選挙が行われておりますけれども、

各党、これが争点になって、大変激しい論

戦が続けられておりますけれども、いまだ

に放射能汚染、被曝に苦しむ作業員の方、

また放射能のホットスポットということが

次々とまた出てきておりまして、過酷な避

難生活、また自宅に帰れない、そういう状

況があるわけですけれども、原発について、

ドイツはこの福島原発を見て、これは大変

だということで、即時、原発廃止を決めま

した。こういう大きなドイツがこういうこ

とを決断したというのは、すごいことだと

思うんですね。 

  だから、放射能というのは、どこの国で

あってもやっぱり危険ですし、福島原発の

事故によって海流がずっと流れていって、

カナダのほうまでたくさんのごみが届いた

というのがあるように、海流はそのように

世界に回っているわけですよね。だから、

いずれはそういう汚染が世界中に渡って、

食料なんかの危険にさらされる、人間の人

体にも危険が迫ってくるというものでござ

います。 

  そういうことで、ドイツは再生エネルギ

ー、可能エネルギーに変換していっており

まして、これによって、すごく電力を効果

的に上げているということで、雇用も年間、

１１年度は前年より１万3,２００人増で、

３８万1,６００人も雇用されているという

ようなことが新聞報道でされております。

そして、温室効果ガスのＣＯ２の発生も、１

１年には、年間１億3,０００万トン削減す

ることができたと、こういうことにも貢献

できるということが新聞紙上にも報道され

ていることから、ぜひこれはここだけの話

ではありませんけれども、全国的にやはり

危険にさらされるということで、ぜひ廃止

する方向で一度検討していただきたいと思

います。 

  長になった立場として、やはり責任ある

立場になられたということですので、それ

はちょっと期待しておきたいと思います。 

  それでは、次に学校給食の実施について、

どのように方式をとられたのか、お尋ねし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長、手短にお願いします。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  教育委員会といたしましては、２５年度

に予算を計上して、２６年度４月１日にデ

リバリー方式で今のところ考えているとこ

ろでございます。これから細部については

詰めていきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ありがとうございます。 

  これ、ＴＰＰに参加すれば、大変いろん

な遺伝子組み換え問題、農薬問題が出てき

ますので、その点、豊能町のお米なども使

えなくなってしまうんじゃないかと、そう

いうことを懸念しておりますが。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  この一般質問の本会議の終わりに当たり、
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議長として一言申し上げます。 

  町長は、この一般質問の答えの中で、し

ばしば町長に就任以来２カ月しかたってい

ないということを言及されました。しかし、

これでは新町長は、世の中で言う新入社員

ではありません。住民の安心・安全を守る

ために、就任した日からその自覚と責任を

持たなければならないと思います。そうじ

ゃなければ、住民の安心・安全は守れない

と思います。しっかり自覚していただくよ

うにお願い申し上げます。 

  次に、エスカレーター問題でございます

が、前町長との１０月１２日の引き継ぐべ

き引継書の中に、本日の本会議の一般質問

に出ましたように、エスカレーターの問題

は、平成３０年度に行う必要がある。平成

２８年度予算要求、平成２９年度業者委託、

平成３０年度更新のスケジュールとなりま

すと明確に前町長と新町長は引き継がれて

おります。 

  この案は、この豊能町の建設課の判こを

押している問題があります。この問題につ

いて、昨日からいろいろ迷走されておりま

すので、これについて、どのようにエスカ

レーターについてこれらを踏まえて位置づ

けられるか、もう一度、理事者側で慎重な

御議論をいただき、しっかりとした確たる

方針を、いずれお会いするときに、現方針

を決めていただきたいようにお願い申し上

げます。 

  次に、議員の皆様にお願い申し上げます。 

  議員必携の中に、一般質問ではよく使わ

れる言葉で、極めて不適切な表現について

は、十分注意して臨むべきであると書かれ

ております。 

  例えばの話ですが、町長さん、回答に対

して、きのうは回答とおっしゃっていまし

た。答えに対してありがとうございます

等々の御発言もありました。また、一般質

問の中で要望やお願いという、慎むべき言

葉もなっておりますので、ぜひとも今、活

性化特別委員会でやっております議員基本

条例の中にも、そういう形で盛り込んでい

ただきたいと思いますが、必ず次の一般質

問では、このような問題について十分御吟

味いただきますようにお願い申し上げ、本

日の日程を終わらせていただきます。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、１２月２０日午後１時より会議

を開きます。 

  ２日間にわたり、どうも御苦労さんでご

ざいました。 

 

散会 午後３時４０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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